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図６『日記』に記載されたアユの調理・加工法別記事件数 

表 5『日記』に記載されたアユの調理・加工法別記事件数 
教言 言国 家礼記 康正 言継 合計

1 スシ 1 39 40 24 104
2 ウルカ 12 17 6 35
3 ヒモノ 2 3 5
4 アイキョ

ウ
4 4

5 ヤキモノ 3 3
6 ナマス 1 1
7 スイモノ 1 1
8 コヅケ 1 1
9 その他 8 14 19 36 77
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■
為
元
服
礼
播
州
知
行
代
官
嶋
津
方
ヨ
リ
柳
一
荷
・
両
種
〈
雁
一
・
鮎
白
ホ
シ
三
十
〉

進
也
、
公
阿
持
来
之
間
、
テ
ン
シ
ン
ニ
テ
酒
ヲ
ノ
マ
せ
畢
、
其
後
予
公
阿
対
面
了（

（10
（

、

し
か
し
、『
日
記
』
か
ら
窺
え
た
ア
ユ
の
調
理
・
加
工
法
の
ほ
と
ん
ど
は
ス
シ
で
あ
っ
た

（
表
５
）。
こ
こ
で
記
載
さ
れ
た
ス
シ
と
は
、
魚
を
塩
と
コ
メ
な
ど
の
デ
ン
プ
ン
で
乳
酸
発
酵

さ
せ
た
ナ
レ
ズ
シ
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ユ
の
ス
シ
は
、『
今
昔
物
語
集
』、『
沙
石
集
』
な
ど

に
登
場
し
、
貴
族
か
ら
百
姓
に
い
た
る
ま
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
食
べ
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る（
（10
（

。
一
五
世
紀
～
一
六
世
紀
の
貴
族
社
会
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
山
科
家
に
は
、
桂
の
公
事
と
し
て
の
ア
ユ（

（10
（

、
播
磨
国
下
揖
保
庄
の
年
貢
（
土
産
）

と
し
て
ア
ユ（

（10
（

、
次
に
見
る
よ
う
に
高
野
（
た
か
の
）
蓮
養
坊
よ
り
の
ア
ユ
が
納
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
が
ア
ユ
全
体
の
記
事
数
を
多
く
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
ユ
と
ア

ユ
ズ
シ
は
禁
裏
へ
と
上
納
さ
れ
て
い
た（

（10
（

。

【
史
料
11
】『
言
国
』
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
閏
六
月
三
日
条

一
、
高
野
蓮
養
坊
ヨ
リ
為
恒
例
鮎
一
籠
送
進
也
、
数
〈
百
〉、
近
比
大
ニ
テ
見
事
也
、

【
史
料
12
】『
言
国
』
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
閏
六
月
三
日
条

一
、
彼
鮎
見
事
之
間
、
禁
裏
一
折
敷
〈
廿
〉
進
上
畢
、
高
倉
入
道
殿
〈
十
五
〉
遣
了
、

又
野
洲
所
へ
三
郎
衛
門
尉
使
ニ
テ
、
彼
ア
ユ
〈
三
十
〉
遣
了
、
其
余
此
方
ニ
テ
シ
ヤ
ウ

ク
ワ
ン
畢
、
兵
衛
尉
方
ヘ
モ
七
十
ト
■
■
■
遣
云
々
、

【
史
料
13
】『
言
国
』
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
七
月
二
日
条

一
、高
野
蓮
養
坊
ヨ
リ
使
両
人
在
之
、恒
例
鮎
一
折
出
之
、兵
衛
尉
方
ヘ
ト
テ〈
七
十
出
〉、

関
公
用
五
十
疋
出
也
、
留
寸
由
申
之
、
雖
然
少
輔
シ
ヤ
ウ
ハ
ン
ニ
テ
、
ホ
シ
飯

色
々
ニ
テ
酒
ヲ
ノ
マ
せ
畢
、

【
史
料
14
】『
言
国
』
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
七
月
二
日
条

一
、
彼
鮎
一
折
〈
三
十
〉　
禁
裏
進
上
了
、
見
事
ナ
ル
由
御
返
事
在
之
、
兵
衛

尉
方
遣
ヲ
モ
無
用
由
申
間
、
此
方
召
遣
之
、
高
倉
女
中
ヘ
モ
十
進
也
、
男
女
房

ク
ハ
リ
畢
、
予
各
夕
飯
賞
翫
畢
、

高
野
蓮
養
坊
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
和
広
と
高
橋
慎
一
朗
ら
の
詳
し
い
研
究
が
あ

る（
（10
（

。
朽
木
口
関
所
の
代
官
で
あ
る
。
高
橋
は
、
蓮
養
坊
の
ア
ユ
進
上
が
恒
例
の
も

の
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
に
上
流
の
八

瀬
庄
と
「
漁
搦
」
の
相
論
を
行
っ
て
お
り（

（10
（

、
蓮
養
坊
の
進
上
し
た
ア
ユ
は
高
野
川

の
ア
ユ
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
の
大
き
く
見
事
な
恐
ら
く

生
鮮
な
ア
ユ
は
、
即
日
禁
裏
に
届
け
ら
れ
、
後
柏
原
天
皇
は
、「
見
事
な
り
」
と
の

勅
褒
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
首
都
に
お
け
る
淡
水
魚
消
費
の
な
か
で
、
ア
ユ
が
王
権

と
関
わ
る
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
事
例
で
あ
る（
（10
（

。
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教言 言国 家礼記 康正 言継 合計
1 スシ 8 31 21 60
2 シル 6 7 15 28
3 ナマス 4 4
4 スイモノ 1 1
5 その他 4 17 29 39 89
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図 7『日記』に記載されたフナの調理・加工法別記事件数 

表 6　『日記』に記載されたフナの調理・加工法別記事件数 
と
こ
ろ
が
、『
教
言
』、『
言
国
』、『
家
礼
記
』
で
は
記
事
数
で
優
位
し
て
い
た
ア
ユ
が
、『
言

継
』
で
は
フ
ナ
と
逆
転
す
る
。
こ
れ
は
下
揖
保
庄
の
年
貢
が
到
来
し
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る（

（11
（

。
ま
た
、『
言
継
』
に
は
蓮
養
坊
よ
り
の
ア
ユ
が
見
え
な
い（

（11
（

。
こ
れ
も

ア
ユ
の
記
事
が
減
少
し
た
要
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ナ
の
方
に
も

ア
ユ
よ
り
優
位
す
る
よ
う
な
要
因
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

②
フ
ナ

フ
ナ
は
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
生
息
し
て
い
る
コ
イ
目
コ
イ
科
の
魚
で
あ
る
。

フ
ナ
の
分
類
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
、
ギ
ン
ブ
ナ
、
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
、

ナ
ガ
ブ
ナ
、
キ
ン
ブ
ナ
、
オ
オ
キ
ン
ブ
ナ
の
六
種
に
分
類
す
る
説
に
従
っ
て
お
き
た
い（
（11
（

。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
は
琵
琶
湖
地
域
の
固
有
種
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の

産
卵
魚
の
総
数
は
、
お
よ
そ
三
五
〇
万
尾
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（11
（

。
種
に
よ
っ
て
生
息
域
が

異
な
る
が
、
河
川
や
湖
沼
、
農
業
用
水
路
、
た
め
池
な
ど
に
生
息
し
、
産
卵
期
は
だ
い
た
い

三
月
か
ら
六
月
で
あ
る
。『
日
記
』
全
体
の
中
で
、
二
番
目
に
多
く
記
載
さ
れ
た
淡
水
魚
で

あ
る
（
口
絵
１
）。

表
６
は
、
フ
ナ
の
調
理
・
加
工
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ナ
の
史
料
で
印
象
深
い

の
は
、
信
長
に
よ
る
禁
裏
へ
の
献
上
の
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
15
】『
言
継
』
永
禄
十
二
年
二
月
六
日
条

一
、
自
禁
裏
午
時
乍
父
子
可
参
之
由
有
之
、
刻
限
令
同
道
参
之
処
、
未
下
刻
参
集
、
織

田
弾
正
忠
鮒
進
之
、
汁
各
に
可
被
下
云
々
、
近
日
日
々
美
物
進
上
云
々
、
奇
特
之
至
也
、

【
史
料
16
】『
言
継
』
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
三
月
十
八
日
条

一
、
自
禁
裏
倉
部
に
鮒
〈
二
、〉
拝
領
云
々
、
織
田
済
々
進
上
云
々
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
五
六
九
年
三
月
三
日
、
前
年
入
京
し
た
信
長
は
、
フ
ナ
を
禁
裏
に
献
上

し
て
い
る
。
貴
族
社
会
で
分
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
な
い
量
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料

は
、
フ
ナ
も
美
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
次
史
料
と
考
え
て
い
る（
（11
（

。
美
物
に

つ
い
て
は
、
春
田
直
紀
が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
味
が
良
い
と
さ
れ
た
魚
介
や
鳥
類
の
こ

と
で
あ
る（

（11
（

。
近
江
を
支
配
下
に
置
い
た
信
長
が
献
上
し
た
フ
ナ
は
、
琵
琶
湖
産
の
産
卵
期

の
フ
ナ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ナ
・
フ
ナ
ズ
シ
が
禁
裏
に
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
史
料
は
他
に
も
あ
る
。

【
史
料
17
】『
家
礼
記
』
長
禄
元
年
十
二
月
三
十
日
（
一
四
五
八
年
一
月
二
十
四
日
）

今
夜
御
所
へ
色
々
う
を
事　
一
、
た
い
二
ま
い
、
ふ
な
十
五
、
た
こ
二
は
い
、
に
し
十
、

く
る
く
る
五
、
か
つ
を
う
を
三
、
こ
た
い
百
、
い
わ
し
十
お
け
、
ゑ
そ
五
こ
ん
、
か
も

岩永紘和作成



181 琵博研報　2023　№ 36

一
番
、
め
ち
三
、
き
し
一
番
〈
き
つ
所
の
也
、
町
の
〉
に
し
か
つ
を
三
、
し
ほ
ひ
き
一

尺
、
い
も
か
し
ら
卅（

（11
（

、

【
史
料
18
】『
言
国
』
文
亀
元
年
十
一
月
一
日
条
（
一
五
〇
一
年
十
二
月
二
十
一
日
）

一
、
供
御
御
樽
如
先
々
参
了
、〈
御
サ
カ
一
、
フ
ナ
二
、〉、

【
史
料
19
】『
言
国
』
文
亀
二
年
六
月
二
十
二
日
条
（
一
五
〇
二
年
八
月
五
日
）

一
、
今
日
早
々
野
洲
弾
正
禁
裏
御
礼
参
、
三
郎
右
衛
門
尉
相
具
参
也
、
禁
裏
柳
三
荷
・

三
色
〈
ヒ
鯛
廿
一
折・ウ
リ
一
折・鮒
ス
シ
一
折
〉
進
上
云
々
、
長
橋
局
一
荷
両
種
〈
ヒ

タ
イ・ウ
リ
〉・三
条
西
一
荷
二
色
〈
同・同
〉、
長
橋
局
ニ
テ
色
々
ニ
テ
御
酒
給
之
云
々
、

御
扇
被
下
祝
着
由
申
之
、
新
大
典
侍
殿
ニ
テ
酒
在
之
也
、
目
出
々
々
、

【
史
料
20
】『
言
継
』
天
文
二
年
十
二
月
十
二
日
条
（
一
五
三
四
年
一
月
六
日
）

一
、
今
晩
一
桶
〈
鮒
す
し
、
浅
々
、〉
土
器
物
禁
裏
へ
進
上
候
了
、

【
史
料
21
】『
言
継
』
天
文
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
条
（
一
五
四
四
年
十
二
月
二
十
一
日
）

一
、
午
時
御
作
事
為
見
舞
参
内
、
八
時
分
田
楽
に
て
一
盞
如
毎
日
、
若
子
懸
御
目
候
、

両
種
〈
鮒
五
、
栗
一
盆
、〉
一
荷
進
上
了
、

旧
稿
で
も
触
れ
た
が
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
換
算
す
る
と
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
の
冬

季
の
フ
ナ
、
寒
鮒
が
進
上
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
い
る（
（11
（

。
そ
し
て
、
特
に
論
者
が
重

視
し
て
い
る
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
22
】『
言
国
』
明
応
七
年
十
一
月
十
一
日
条　

一
、
大
ナ
ル
鮒
持
来
間
、
■
（
数
字
欠
）
■
禁
裏
へ
進
上
之
畢
、

ア
ユ
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
フ
ナ
も
ま
た
「
大
ナ
ル
鮒
」
は
後
土
御
門
天
皇
の
も
と
へ
と

届
け
ら
れ
て
い
た
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
四
九
九
年
一
月
一
日
、
こ
れ
も
ま
た
寒
鮒
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
産
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
旧
稿
１
で
述
べ
た
と
お
り
、
論
者
は
こ
の
「
大
ナ
ル

鮒
」
が
、
一
六
世
紀
中
に
「
源
五
郎
鮒
」
の
名
称
で
コ
ー
ド
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
フ

ナ
も
ま
た
、
王
権
と
の
結
び
つ
き
の
あ
る
魚
類
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
信
長
に
よ
り
進
上
さ
れ
た
フ
ナ
は
シ
ル
に
さ
れ
て
い
る
が
、
調
理
・
加
工
法
で
最

も
記
事
件
数
が
多
か
っ
た
の
が
ス
シ
で
あ
る
（
表
６
）。
特
に
、『
家
礼
記
』
で
の
記
事
数
の

多
さ
が
目
立
つ
。フ
ナ
の
ス
シ
は「
山
科
家
周
辺
」で
一
般
的
な
食
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ナ
の
ス
シ
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
論
者
は
こ
れ
ま
で
議
論
を
積
み
重
ね
て
き

た（
（11
（

。
篠
田
統
や
石
田
直
道
ほ
か
が
滋
賀
県
の
現
在
の
フ
ナ
ズ
シ
を
日
本
列
島
に
お
け
る
ス

シ
の
原
初
的
形
態
と
位
置
づ
け
て
き
た
の
に
対
し（

（11
（

、
日
比
野
光
敏
が
異
を
唱
え
て
以
降（

（12
（

、

研
究
が
進
展
し
、
現
在
、
江
戸
時
代
の
料
理
書
、『
合
類
日
用
料
理
抄
』
に
記
載
さ
れ
た
製

法
の
再
現
実
験
に
取
り
組
む
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
一
七
世
紀
に
技
術
的
な
飛
躍
が
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

で
は
、
そ
れ
以
前
の
フ
ナ
の
ス
シ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で

に
何
度
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
五
世
紀
段
階
で
は
、
産
卵
期
に
漁
獲
さ
れ
、
す
ぐ
に
漬
け
込

み
が
行
わ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
ご
く
短
期
の
漬
け
込
み
で
食
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

【
史
料
23
】『
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
二
月
二
十
日
条
（
一
四
八
〇
年
四
月
九
日
）

一
、
下
の
ま
ち
の
ふ
な
十
二
こ
ん
、
一
間
二
こ
ん
宛
、
上
廿
三
こ
ん
、
一
間
ニ
二
こ
ん

宛
、
高
橋
も
此
か
す
此
分
と
る
、
今
日
出
之
、
廿
四
こ
ん
下
、
十
一
こ
ん
京
ニ
御
座
候

也
、
ふ
な
十
す
し
ニ
さ
せ
候
也
、

【
史
料
24
】『
家
礼
記
』
長
享
二
年
三
月
二
十
六
日
条
（
一
四
八
八
年
五
月
十
六
日
）

一
、
上
ま
ち
ふ
な
廿
こ
ん
出
之
、
す
し
に
さ
せ
候
也
、

そ
れ
に
加
え
て
、
本
論
で
は
、「
ニ
ン
ニ
ク
」
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。
ニ
ン
ニ
ク
を
利
用
す
る
ナ
レ
ズ
シ
は
、
列
島
内
で
は
柏
尾
珠
紀
作
成
の
「
国
内
ナ
レ

ズ
シ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
本
書
第
一
章
付
１
）
で
も
検
出
で
き
て
い
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
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で
は
検
出
で
き
る
（
本
書
第
一
章
表
７
）。
ま
た
、
落
合
雪
野
に
よ
れ
ば
、
ラ
オ
ス
北
部
の

ル
ア
ン
バ
バ
ー
ン
県
の
タ
イ
系
諸
民
族
の
ム
ラ
で
は
ナ
レ
ズ
シ
の
香
辛
料
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る（

（12
（

。
山
科
家
周
辺
の
フ
ナ
ズ
シ
も
現
在
と
は
異
な
る
食
感
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

【
史
料
25
】『
家
礼
記
』
文
明
四
年
一
月
一
九
日
条
（
一
四
七
二
年
三
月
七
日
）

一
、
江
州
宮
内
卿
棰
壱
・
氷
魚
一
合
・
鮒
鮨ス
シ〈
ニ
ン
ニ
ク
〉
給
也
、

一
方
、『
言
継
』
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
フ
ナ
の
シ
ル
の
記
事
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
木
咲
利
枝
子
や
吉
田
元
、
熊
倉
功
夫
ら
が
触
れ
て
い

る
通
り
、
汁
寄
合
は
日
常
の
食
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た（
（12
（

。
こ
れ

が
フ
ナ
の
記
事
数
を
押
し
上
げ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

フ
ナ
の
シ
ル
に
つ
い
て
も
旧
稿
３
で
触
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る

フ
ナ
の
シ
ル
の
記
事
一
六
件
の
記
載
年
月
日
を
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
換
算
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

三
月
が
二
件
、
四
月
が
一
三
件
、
五
月
が
一
件
で
あ
っ
た
。
岩
永
も
触
れ
る
よ
う
に
、
産
卵

期
の
フ
ナ
が
シ
ル
に
さ
れ
て
お
り
（
本
書
第
二
章
）、「
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
、
抱
卵
し

た
雄
が
よ
い
」
と
す
る
一
五
世
紀
の
旬
と
同
様
な
傾
向
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
後
で
触
れ
る
ス
イ
モ
ノ
の
記
事
が
初
め
て
『
日
記
』
に
現
れ
る
こ
と
は
、
特
筆
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
史
料
26
】『
言
継
』
天
文
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
条
（
傍
線
は
論
者
に
よ
る
）

一
、
未
刻
元
服
之
儀
有
之
、
所
役
人
冠
大
沢
彦
太
郎
、
打
乱
筥
沢
路
筑
後
守
〈
烏
帽
子

襖
、〉
湯
濯
器
同
備
前
守
〈
同
上
、〉
等
也
、
先
予
着
座
、
次
新
冠
着
座
、
次
三
種
有
之
、

（
中
略
）
次
新
冠
退
入
、
次
予
起
座
了
、
次
於
休
所
冠
着
改
、
眉
等
直
之
、
二
献
有
之
、

熨
斗
鮑
、
混
布
に
て
三
献
、
一
身
計
也
、
次
鳥
子
〈
金
か
し
ら
・
ゑ
ひ
、
か
す
の
こ
、〉

一
献
各
、次
予
又
着
座
、新
冠
二
拝
、次
各
見
妨
之
衆
広
橋
黄
門
、薄
、葉
室
、予
父
子
、

山
井
伊
豆
守
景
頼
、
同
将
監
景
理
等
也
、
初
献
雑
煮
、
二
献
吸
物
〈
鮒
、〉
三
献
同
〈
た

こ
、〉
等
也
、
三
献
予
酌
沙
汰
之
、

こ
れ
は
、
言
継
の
次
男
言
経
の
元
服
の
儀
で
あ
る（

（12
（

。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
換
算
す
る
と
、

一
五
五
四
年
二
月
七
日
と
な
る
。
産
卵
期
よ
り
や
や
早
い
時
期
の
史
料
で
、
寒
鮒
と
い
っ
て

よ
い
。
寒
鮒
の
ス
イ
モ
ノ
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
フ
ナ
の
ナ
マ
ス
の
記
事
四
件

が
初
め
て
『
日
記
』
に
見
え
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

【
史
料
27
】『
言
継
』
享
禄
二
年
三
月
十
七
日
条
（
一
五
二
九
年
五
月
五
日
）

一
、
今
日
物
書
会
在
之
、
伊
治
宿
禰
頭
也
、
白
川
亭
に
て
在
之
、
人
数
四
条
中
将
、
予
、

白
川
中
将
、広
橋
、蔵
人
等
也
、菅
少
納
言
者
不
来
候
、昼
鮒
の
な
ま
す
に
て
一
盃
候
了
、

【
史
料
28
】『
言
継
』
天
文
二
年
二
月
二
十
四
日
条
（
一
五
三
三
年
三
月
二
十
九
日
）

今
朝
甘
露
寺
に
汁
有
之
、
朝
飯
持
て
罷
向
、
鯨
之
汁
候
了
、
四
条
父
子
、
予
、
蔵
人
、

修
理
権
亮
等
也
、
鮒
鱠
候
了
、

【
史
料
29
】『
言
継
』
天
文
二
年
三
月
一
日
条
（
一
五
三
三
年
四
月
五
日
）

一
、
中
御
門
へ
罷
向
、
双
紙
紙
折
て
と
ち
候
了
、
先
六
冊
結
候
了
、
夕
飯
取
寄
賞
翫
候
、

鮒
鱠
候
了

【
史
料
30
】『
言
継
』
天
文
二
年
三
月
三
日
条
（
一
五
三
三
年
四
月
七
日
）

一
、
勧
修
寺
に
晩
景
汁
有
之
、
飯
持
て
罷
向
、
三
条
大
納
言
、
頭
弁
、
予
等
也
、
鯨
之

汁
也
、
鮒
鱠
、
雉
等
有
之
、
皆
明
寺
中
酒
相
伴
也
、

こ
ち
ら
は
、
い
ず
れ
も
フ
ナ
の
産
卵
期
の
記
事
で
あ
っ
た
。
ナ
マ
ス
は
、
い
ず
れ
も
貴
族

の
あ
い
だ
の
会
合
で
食
さ
れ
て
い
る
。
先
に
狂
言
『
勧
進
聖
』
に
つ
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、

一
五
世
紀
に
フ
ナ
の
ナ
マ
ス
が
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
『
日
記
』
に
も
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
論
者
は
フ
ナ
の
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③
コ
イ

コ
イ
は
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
米
各
地
に
生
息
し
て
い
る
コ
イ
目
コ
イ
科
の
魚
で

あ
る
。
現
在
で
は
野
生
型
と
飼
育
型
が
あ
り
、
野
生
型
は
、
湖
や
大
き
な
河
川
の
下
流
域
か

ら
汽
水
域
ま
で
の
深
層
部
に
生
息
す
る（

（12
（

。
自
然
分
布
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
関

東
平
野
、
濃
尾
平
野
、
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
、
岡
山
平
野
、
四
万
十
川
、
筑
後
川
な
ど
に
は

生
息
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

表
７
は
、
コ
イ
の
調
理
・
加
工
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
日
記
』
の
淡
水
魚
の
中

で
は
、
三
番
目
に
記
載
が
多
か
っ
た
。
史
料
４・５
で
み
た
よ
う
に
価
値
付
け
の
高
い
魚
で

あ
る
。
吉
田
も
触
れ
て
い
る
が
、
史
料
５
の
『
徒
然
草
』
で
み
た
鯉
包
丁
は
、『
日
記
』
で

も
確
認
で
き
る
。

【
史
料
31
】『
言
国
』
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
四
月
一
日
条

一
、
早
朝
ニ
日
野
ヨ
リ
使
ア
リ
、
夕
飯
ニ
可
来
之
由
被
申
、
八
過
時
分
ニ
罷
也
、
広
橋・

中
院
・
園
・
四
辻
・
同
宰
相
中
将
・
平
松
・
綾
小
路
・
予
、
昨
日
ノ
地
下
輩
各
罷
ナ
リ
、

夕
飯
以
後
楽
ア
リ
、
地
下
輩
メ
ン
タ
ウ
ニ
ア
リ
、
サ
シ
ム
シ
ロ
ヲ
シ
カ
ル
、
同
又
サ
カ

月
参
、
前
ニ
テ
青
侍
鯉
ヲ
キ
ラ
せ
ラ
ル
、
ヤ
カ
テ
是
ヲ
シ
ヤ
ウ
ク
ハ
ン
也
、

【
史
料
32
】『
言
継
』
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
三
月
十
九
日
条

一
、
資
直
卿
来
候
、
朝
飯
申
付
候
、
鯉
を
申
付
候
、
資
直
卿
包
丁
仕
候
、
老
父
、
予
し
ゃ

う
は
ん
仕
候
、

【
史
料
33
】『
言
継
』
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
三
月
十
九
日
条

一
、
於
政
所
高
倉
披
官
津
田
勘
解
由
、
鯉
の
庖
丁
仕
候
了
、

【
史
料
34
】『
言
継
』
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
七
月
二
十
四
日
条

万
里
小
路
へ
罷
向
、
自
三
州
誓
願
寺
長
老
言
伝
申
之
、
烏
丸
鯉
、
錫
一
対
被
持
之
、
高

橋
若
狭
守
包
丁
云
々
、

図８　『日記』に記載されたコイの調理・加工法別記事件数 

表７　『日記』に記載されたコイの調理・加工法別記事件数 
教言 言国 家礼記 康正 言継 合計

1 シル 2 7 9
2 スイモノ 7 7
3 サシミ 1 1 2 4
4 ナマス 2 2
5 ヒモノ 1 1
6 アライ 1 1
7 その他 6 18 47 26 97

121
岩永紘和作成

ナ
マ
ス
に
対
す
る
価
値
付
け
が
上
昇
し
た
も
の
と
み
て
い
る
。

一
七
世
紀
に
お
い
て
、
フ
ナ
の
価
値
付
け
、
調
理
・
加
工
法
、
そ
し
て
漁
撈
に
画
期
的

な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
旧
稿
１
な
ど
す
で
に
断
片
的
に
触
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が（

（12
（

、

そ
れ
を
準
備
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
六
世
紀
に
お
い
て
フ
ナ
は
ア
ユ
の
消
費
量
を
超
え
る
痕

跡
が
あ
り
、
そ
れ
は
タ
イ
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
ナ
マ
ス
が
日
記
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、ス
イ
モ
ノ
に
も
利
用
さ
れ
る
。単
に
記
事
数
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、調
理・

加
工
法
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の
首
都
貴
族
社
会
に
お
け
る
淡
水
魚
消
費

の
核
は
、「
コ
イ
科
・
ア
ユ
の
世
界
」
の
な
か
で
も
、
フ
ナ
に
重
心
が
移
行
す
る
の
で
あ
り
、

一
六
世
紀
に
な
ん
ら
か
の
フ
ナ
の
価
値
付
け
の
転
換
（
上
昇
）
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

岩永紘和作成
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【
史
料
42
】『
言
国
』
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
十
月
二
十
一
日
条

一
、
今
日　
禁
裏
彼
大
鯉
一
御
文
ニ
テ
進
上
畢
、

西
園
寺
公
藤
が
土
産
と
し
て
言
継
に
贈
っ
た
大
鯉
は
、
翌
日
後
柏
原
天
皇
へ
と
上
納
さ
れ

た
。
ア
ユ
、
フ
ナ
と
同
じ
構
図
を
こ
こ
で
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
史
料
４・５
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、
コ
イ
も
ま
た
、
王
権
と
関
わ
る
淡
水
魚
で
あ
っ
た
。

で
は
、「
大
鯉
」
と
は
、
ど
の
程
度
の
コ
イ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
43
】『
家
礼
記
』
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
一
月
五
日
条

一
、
い
や
六
右
衛
門
之
礼
ニ
大
な
る
こ
い
一
く
れ
候
也
、

一
、
勘
解
由
小
路
三
位
殿
ヨ
リ
鶉
一
折
〈
十
五
〉
給
候
、
畏
入
之
由
申
候
、
今
夕
自
是

二
尺
計
鯉
一
進
候
也
、
ウ
ツ
ラ
ハ
彦
兵
衛
方
へ
遣
、

大
な
る
コ
イ
の
贈
答
は
他
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
二
尺
計
」、
約
六
〇
セ
ン

チ
と
い
う
大
き
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、コ
イ
の
消
費
記
事
も
、『
教
言
』、

『
言
国
』
で
は
ほ
と
ん
ど
み
え
ず
、
調
理
・
加
工
法
が
窺
え
る
の
は
、『
言
継
』
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
（
表
７
）。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
は
、
シ
ル
と
ス
イ
モ
ノ
が
同
数
で
七
件
、
ナ
マ

ス
と
サ
シ
ミ
が
同
数
で
二
件
、
ア
ラ
イ
が
一
件
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
調
理
・
加
工
法
の
変

化
が
窺
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
も
触
れ
た
い
。

④
サ
ケ

表
８
は
、『
日
記
』
に
み
る
サ
ケ
の
調
理
・
加
工
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
干
鮭
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
が
、ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、一
五
世
紀
に
至
っ
て
も
「
生
鮭
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
生
鮭
」の
記
事
は『
言
継
』に
は
み
え
な
い
。

「
生
鮭
」
の
到
来
が
失
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
コ
イ
も
ま
た
供
御
と
し
て
禁
裏
に
上
納
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
35
】『
家
礼
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
五
月
一
日
条

一
、
供
御
ま
い
る
、
こ
い
二
、
ひ
た
ひ
、
五
た
る
、

【
史
料
36
】『
家
礼
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
月
一
日
条

一
、
供
御
ま
い
る
、
一
た
る
、
こ
い
二
、
た
こ
一
、

【
史
料
37
】『
家
礼
記
』
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
二
月
二
十
四
日
条

一
、
今
朝
供
御
本
膳
御
マ
ワ
リ
三
、
弐
膳
〈
コ
イ
〉、
御
マ
ワ
リ
三
、
ヒ
ヤ
シ
ル
在
之
、

南
西
院
御
前
サ
イ
七
汁
三
在
之
、
昼
折
酒
、
又
水
花
メ
ン
ム
キ
御
肴
色
々
大
御
酒
也
、

【
史
料
38
】『
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
二
月
一
日
条

一
、
供
御
参
、
こ
い
・
こ
ん
き
り
は
む
残
如
例
、

【
史
料
39
】『
言
国
』
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
二
月
一
日
条

一
、
供
御
之
御
樽
如
恒
例
参
、
台
所
へ
付
進
之
、
鯉
三
・
コ
フ
ウ
ス
ヲ
敷
〈
十
〉
三
・

ト
イ
ク
三
折
敷
一
マ
イ
也
、

【
史
料
40
】『
言
継
』
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
二
月
二
十
日
条

一
、
今
朝
飛
鳥
井
に
朝
飯
有
之
、
予
計
也
、
今
日
侍
従
始
而
参
内
、
袍
〈
万
里
小
路
右

小
弁
、〉
指
貫
〈
四
条
中
将
、〉
冠
予
、
各
予
馳
走
也
、
悉
皆
予
に
談
合
也
、
冠
装
束
等

予
き
せ
候
了
、御
樽
三
荷
三
種〈
鯉
一
折
、鯛
一
折
、熨
斗
蚫
三
百
本
、〉以
目
六
進
上
也
、

そ
れ
ら
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
41
】『
言
国
』
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
十
月
二
十
日
条

一
、
今
朝
西
園
寺
ヨ
リ
大
鯉
〈
五
〉
使
者
ニ
テ
賜
也
、
永
々
田
舎
之
事
ニ
テ
上
洛
之
ミ

ヤ
ケ
ト
云
々
、
則
御
汁
賞
翫
畢
、
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【
史
料
44
】『
教
言
』
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
十
一
月
十
四
日
条

一
、
裏
築
地
中
将
実
秀
朝
臣
棰
・
生
鮭
・
菓
子
等
持
来
、
不
思
寄
也
、
倉
部
・
少
将
出

座
、
賞
翫
之
、

【
史
料
45
】『
言
国
』
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
九
月
五
日
条

一
、
自
武
家
始
テ
〔
ナ
マ
〕
サ
ケ
参
了
、

次
に
、
サ
ケ
の
料
理
・
加
工
法
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
ス
シ
の
記
事
は
一
例
も

な
い
。
ま
た
、
ナ
マ
ス
・
サ
シ
ミ
の
記
事
も
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
ヤ
キ
モ
ノ
が
み
え
る
。

【
史
料
46
】『
家
礼
記
』
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
二
月
二
十
日
条

一
、
佐
渡
守
・
粟
津
弥
四
郎
出
来
、
鮭
の
や
き
物
ニ
て
酒
在
之
、

【
史
料
47
】『
言
継
』
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
閏
十
一
月
二
十
六
日
条

一
、
今
朝
汁
申
付
各
呼
了
、
柳
原
、
広
橋
、
藤
黄
門
、
薄
、
極
﨟
等
也
、
汁
〈
無
塩
鯛
、〉

鮭
〈
焼
物
、〉
等
也
、
暫
各
雑
談
候
了
、

ま
た
、
シ
ル
の
史
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
48
】『
家
礼
記
』
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
十
一
月
五
日
条

一
、五
郎
右
衛
門
鮭
之
し
る
仕
、
中
酒
ま
て
ふ
る
ま
う
、

こ
の
史
料
は
、
酒
匂
由
紀
子
の
分
析
に
よ
る
と
、
美
濃
国
河
手
郷
の
年
貢
を
請
け
負
う
吉

田
五
郎
衛
門
が
官
途
を
得
た
礼
と
し
て
、
サ
ケ
の
汁
を
馳
走
し
た
も
の
で
あ
る（
（12
（

。
寛
正
四

年
（
一
四
六
三
）
に
も
土
産
と
し
て
「
さ
き
（
マ
マ
）の

あ
ら
ま
き
二
」
を
進
上
し
て
い
る
が（

（12
（

、
美

濃
国
と
サ
ケ
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
本
論
で
問
題
と
し
て
い
る
干
鮭
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
の
首
都
京
都
で
は
比
較
的

に
流
通
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
49
】『
家
礼
記
』
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
十
月
十
三
日
条

一
、
今
日
於
東
庄
政
所
に
て
収
納
在
之
、
い
ほ
百
五
十
文
、
い
も
下
用
ニ
五
斗
、
大
こ

ん
五
十
文
、
五
十
ハ
、
か
つ
ほ
一
ふ
し
、
た
う
ふ
五
文
、
三
と
入
五
文
、
か
ら
さ
け
五

尺
三
百
文
、
こ
ふ
十
文
、
ミ
そ
百
文
、
酒
下
用
一
石
二
斗
、

【
史
料
50
】『
家
礼
記
』
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
十
月
十
七
日
条

一
、
東
庄
収
納
、
各
い
も
か
ん
・
か
ら
さ
け
・
大
こ
ん
ニ
て
大
酒
、
政
所
・
泉
蔵
・
大

澤
寺
・
五
十
嵐
、
卅
人
計
、
上
下
ニ
■
■
酒
と
一
斗
五
升
、
大
こ
ん
卅
ハ
、
か
ら
さ
け

四
尺
〈
百
六
十
〉
ミ
そ
五
十
文
、
し
ほ
一
升
、

表８　『日記』に記載されたサケの調理・加工法別記事件数

図９　『日記』に記載されたサケの調理・加工法別記事件数

教言 言国 家礼記 康正 言継 合計
1 カラザケ 9 10 19
2 ヤキモノ 2 1 3
3 ハララゴ 2 1 3
4 セワタ 1 2 3
5 カラサケ

ジル
3 3

6 ナマザケ 1 1 2
7 シル 1 1
8 その他 3 3 22 12 40

74
岩永紘和作成

岩永紘和作成
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【
史
料
51
】『
家
礼
記
』
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
十
月
十
二
日
条

一
、
明
日
収
納
之
用
、
い
も
一
斗
八
十
五
文
、
大
根
三
十
ハ
四
十
八
文
、
か
ら
さ
け
四

尺
代
二
百
文
、
ミ
そ
六
十
、

【
史
料
52
】『
家
礼
記
』
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
十
月
十
五
日
条

一
、
明
日
収
納
候
也
、
其
用
か
ら
さ
け
五
尺
二
百
文
、
い
も
一
斗
代
六
十
文
、
大
こ
ん

卅
ハ
代
卅
三
文
、
一
尺
お
く
、
し
ほ
十
文
、
ミ
そ
六
十
文
、
柚
七
〈
十
二
文
か
ん
の
し

は
、
八
文
ハ
さ
け
か
ん
の
木
、
以
上
廿
文
也
〉、

そ
し
て
、
干
鮭
は
例
外
な
く
シ
ル
に
さ
れ
て
い
る
。
ス
イ
モ
ノ
は
な
い
。『
物
語
』
で
、

サ
ケ
の
大
介
が
討
ち
死
に
す
る
場
所
と
し
て
鍋
の
城
が
相
応
し
い
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
点

に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
53
】『
家
礼
記
』
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
一
月
四
日
条

一
、
於
御
坊
今
日
十
疋
宛
喰
物
勝
負
在
之
、
今
朝
先
此
人
々
汁
〈
か
ら
さ
け
・
中
酒
〉

御
坊
御
沙
汰
、

【
史
料
54
】『
家
礼
記
』
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
三
月
二
十
四
日
条

一
、
今
朝
左
衛
門
方
か
ら
さ
け
一
尺
出
之
候
間
、
汁
沙
汰
■
■
、

【
史
料
55
】『
家
礼
記
』
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
九
月
十
四
日
条

一
、
今
朝
か
ら
さ
け
汁
、
豊
将
監
出
来
、

【
史
料
56
】『
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
十
月
二
十
二
日
条

ま
て
の
こ
う
ち
と
の
よ
り
か
ら
さ
け
一
尺
給
候
て
御
汁
之
由
候
、
御
出
候
也
、

た
だ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
山
科
家
周
辺
の
事
例
で
あ
る
。
史
料
１
で
問
題
と
し
た
の

は
、
干
鮭
が
禁
裏
に
上
納
さ
れ
、
供
御
と
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
実
は
、
小
川
剛
生

に
よ
っ
て
、
一
五
世
紀
に
は
サ
ケ
そ
の
も
の
が
供
御
に
は
さ
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（12
（

。
【
史
料
57
】『
看
聞
日
記
』
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
五
月
二
十
二
日
条

（
頭
書
）
去
年
も
西
雲
被
執
進
、
仍
為
例
、

公
方
干
鮭
百
、
昆
布
五
十
把
、
上
様
鮭
五
十
、
昆
布
五
十
進
之
、
西
雲
被
執
進
、
御
返

事
目
出
之
由
承
、
上
様
へ
御
料
所
被
進
云
々
、
目
出
之
由
、
可
被
申
之
由
、
西
雲
被
告

之
間
、
則
南
御
方
以
状
被
申
、
入
江
殿
昆
布
卅
把
、
西
雲
卅
把
進
、
内
裏
昆
布
五
十
把

進
之
、
鮭
ハ
供
御
ニ
不
備
者
云
々
、
仍
不
進
之
、
為
毎
年
之
儀
之
間
、
委
細
記
、

伏
見
宮
貞
成
（
さ
だ
ふ
さ
）
親
王
よ
り
公
方
（
足
利
義
教
）
に
は
百
尺
も
の
干
鮭
が
毎
年

進
上
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、内
裏（
後
花
園
天
皇
）へ
は
鮭
は
進
上
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
サ
ケ
は
天
皇
の
供
御
に
は
備
え
な
い
も
の
だ
と
い
う
価
値
付
け
、
論
者
の
用

語
で
い
え
ば
魚
類
観
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
言
継
』
に
は

次
の
よ
う
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
た
。

【
史
料
58
】『
言
継
』
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
十
二
月
二
十
五
日
条

禁
裏
へ
い
か
一
折
、
干
鮭
一
尺
、
混
布
一
折
、
柳
三
荷
、
沢
路
筑
後
守
相
副
之
〈
烏
帽

子
襖
也
、〉
進
上
、
長
橋
局
へ
い
か
一
折
、
荒
巻
〈
三
、〉
串
柿
、
柳
二
荷
、
親
王
御
方

へ
鮒
鮓
一
折
、
干
鮭
一
尺
、
こ
ふ
一
折
、
柳
二
荷
進
上
、
御
伊
茶
局
へ
柳
一
荷
、
両
種

〈
干
鮭
、
こ
ふ
、〉
進
之
、

干
鮭
は
後
奈
良
天
皇
の
も
と
へ
と
上
納
さ
れ
て
い
た
。
干
鮭
の
調
理
・
加
工
法
は
例
外
な

く
シ
ル
で
あ
る
の
で
、禁
裏
で
も
シ
ル
で
食
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
、史
料
１『
徒

然
草
』
一
八
二
段
を
参
照
す
れ
ば
、
王
権
、
も
し
く
は
そ
の
側
近
の
嗜
好
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
時
期
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
天
皇
に
よ
っ
て
、
干
鮭
が
消
費
さ
れ
た
場
合
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と
、
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
こ
こ
に
は
消
費
の

嗜
好
性
、
„
流
行
り
廃
り
〝
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

⑤
ド
ジ
ョ
ウ

ド
ジ
ョ
ウ
は
日
本
列
島
全
域
を
含
む
ア
ム
ー
ル
川
水
系
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
ま
で
分
布

す
る
コ
イ
目
ド
ジ
ョ
ウ
科
の
魚
で
あ
る
。
水
田
、
用
水
路
、
湿
地
帯
な
ど
の
流
れ
が
な
い
泥

の
底
に
生
息
す
る
。
初
夏
に
水
田
や
水
の
溜
ま
り
な
ど
の
一
時
的
な
水
域
に
遡
上
し
て
産
卵

を
行
う
。
遺
伝
的
に
異
な
る
複
数
の
集
団
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
触
れ
な
い
。

こ
の
ド
ジ
ョ
ウ
が
極
め
て
興
味
深
い
の
は
、
一
五
世
紀
の
『
教
言
』、『
言
国
』、『
家
礼
記
』

等
に
は
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
言
継
』
に
な
る
と
二
三
件
も
記
載

さ
れ
る
点
で
あ
る
（
表
２
、
本
書
第
二
章
参
照
）。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
一
五
件
は
シ
ル
の

記
事
で
あ
っ
た
。

【
史
料
59
】『
言
継
』
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
七
月
五
日
条

一
、
朝
飡
之
汁
に
、
四
辻
、
新
中
、
高
辻
呼
、
土
長
之
汁
申
付
了
、
新
中
徳
利
持
来
、

松
田
宗
喜
被
来
之
間
、
小
漬
申
付
了
、

一
五
世
紀
の
貴
族
社
会
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
事
態
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
は
、
議

論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
食
生
活
の
庶
民
化
と
い
う
議
論
も
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
論
者
は
、
次
の
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
贈
答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ド
ジ
ョ
ウ
に
対
す
る
価
値
付
け
の
転
換
（
格
付
け
の
上
昇
）
が
あ
っ
た
と

考
え
た
い
。

【
史
料
60
】『
言
継
』
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
七
月
三
日
条

一
、
自
葉
室
、
禁
裏
へ
不
寝
番
衆
山
口
松
菊
、
今
若
孫
四
郎
等
被
進
、
葉
室
土
長
被
送

之
、
祝
着
候
了
、

【
史
料
61
】『
言
継
』
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
五
月
一
日
条

一
、
葉
室
内
山
口
又
七
来
、
土
長
送
之
、

【
史
料
62
】『
言
継
』
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
十
四
日
条

一
、
先
日
従
嵯
峨
之
子
本
服
〔
復
〕
之
礼
と
て
鮎
〈
五
十
余
、〉・
土
長
等
送
之
、

【
史
料
63
】『
言
継
』
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
十
八
日
条

一
、
葉
室
出
京
、
竹
一
荷
被
持
之
、
禁
裏
・
若
宮
御
方
・
長
橋
等
へ
柿
一
蓋
宛
被
進
之
、

万
里
小
路
へ
柿
・
土
長
等
被
送
云
々
、
此
方
両
種
有
之
、

そ
の
こ
と
を
最
も
雄
弁
に
語
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
ド
ジ
ョ
ウ
・
ド
ジ
ョ
ウ
ズ
シ
は

後
奈
良
天
皇
や
正
親
町
天
皇
に
も
上
納
さ
れ
て
い
た
。

【
史
料
64
】『
言
継
』
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
十
月
二
十
七
日
条

一
、
葉
室
出
京
、
参
宮
宮
笥
と
て
祓
熨
斗
鮑
被
送
之
、
禁
裏
へ
栗
一
蓋
、
土
長
鮓
一
折

被
進
上
、
予
長
橋
局
へ
進
了
、

【
史
料
65
】『
言
継
』
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
五
月
十
二
日
条

一
、
山
口
弥
兵
衛
尉
土
長
持
来
、
禁
裏
へ
進
上
了
、

一
五
世
紀
の
『
物
語
』
で
は
無
位
・
無
冠
で
あ
っ
た
ド
ジ
ョ
ウ
が
、
一
六
世
紀
に
は
天
皇

の
食
膳
に
上
る
魚
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
単
に
朝
廷
・
貴
族
の
地
位
低
下
や
食
生
活
の
庶

民
化
だ
け
で
は
説
明
が
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
大
き
な
魚
類
観
の
転
換
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
⑥
ア
メ
ノ
ウ
オ
、
⑦
ナ
マ
ズ
、
⑧
ス
ズ
キ
、
⑨
カ
ジ
カ
、
⑩
ウ
ナ
ギ
、
⑪
イ
サ
ザ
、

⑫
モ
ロ
コ
、
⑬
ワ
タ
カ
、
⑭
ミ
ョ
ウ
ギ
チ
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
力
が
及

ば
な
か
っ
た
。
後
日
を
期
し
た
い
。
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（
４
）
調
理
・
加
工
法
別
分
析

①
ス
シ

表
９
は
、
岩
永
が
作
成
し
た
『
日
記
』
に
記
載
さ
れ
た
淡
水
魚
の
調
理
・
加
工
法
の
一
覧

で
あ
る
。
一
七
九
件
と
圧
倒
的
に
ス
シ
が
多
い
。
次
い
で
シ
ル
五
四
件
と
ス
イ
モ
ノ
一
〇
件

が
続
き
、
ナ
マ
ス
、
サ
シ
ミ
、
ア
ラ
イ
と
ヤ
キ
モ
ノ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
変

興
味
深
い
こ
と
に
、
ス
シ
に
さ
れ
て
い
る
魚
種
は
、
ほ
ぼ
ア
ユ
と
フ
ナ
で
あ
っ
た
（
表
10
）。

た
だ
、
本
論
で
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
ウ
ナ
ギ
、
ア
メ
ノ
ウ
オ
、
ナ
マ
ズ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、

イ
サ
ザ
、
モ
ロ
コ
、
ワ
タ
カ
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
日
記
』
に
記
載
さ
れ
な
い
だ
け
で
、

多
様
な
淡
水
魚
の
ナ
レ
ズ
シ
の
消
費
が
山
科
家
周
辺
の
背
後
に
あ
っ
た
可
能
性
を
予
想
さ
せ

る
。ス

シ
に
つ
い
て
は
、
ア
ユ
の
項
、
フ
ナ
の
項
で
す
で
に
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る
。
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
の
奥
書
が
あ
る
『
四
条
流
庖
丁
書
』
に
、「
一
、
ス
シ
ノ
事
、

鮎
ヲ
本
ト
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
こ
と
が
一
次
史
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る（
（12
（

。

②
シ
ル
・
ス
イ
モ
ノ

ス
シ
の
傾
向
が
一
五
世
紀
と
一
六
世
紀
で
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、
大
き
く
変

化
し
た
の
が
、
シ
ル
と
ス
イ
モ
ノ（
（13
（

、
ナ
マ
ス
と
サ
シ
ミ
、
ア
ラ
イ
で
あ
る
。
汁
寄
合
に
つ

い
て
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
木
咲
利
枝
子
の
優
れ
た
分
析
が
あ
り（

（13
（

、
吉
田
や（

（13
（

、
熊
倉

功
夫
ら
も
論
及
し
て
い
る（

（13
（

。
木
咲
は
、
汁
寄
合
が
一
五
世
紀
中
頃
に
公
家
社
会
だ
け
で
な

教言 言国 家礼記 康正 言継 合計
1 スシ 1 48 79 1 50 179
2 ヒモノ 2 16 10 28
3 シル 15 39 54
4 スイモノ 10 10
5 ナマス 1 3 8 12
6 ヤキモノ 2 4 6
7 サシミ 1 1 2 4
8 アライ 1 1
9 コヅケ 1 1

1 53 116 1 124 295
岩永紘和作成

表９『日記』に記載された淡水魚の調理・加工法別記事件数

表 10　『日記』に記載されたスシの魚種別記事件数 
教言 言国 家礼記 康正 言継 合計

1 アユ 1 39 40 24 104
2 フナ 8 31 21 60
3 ウナギ 4 1 5
4 アメノウ

オ
3 3

5 イワシ 1 1 2
6 ナマズ 2 2
7 タイ 1 1
8 ドジョウ 1 1
9 イサザ 1 1
10 マス 1 1
11 モロコ 1 1
12 ワタカ 1 1
13 その他 7 17 6 30

212
岩永紘和作成

図 10　『日記』に記載されたスシの魚種別記事件数 



189 琵博研報　2023　№ 36189

図 11　『日記』に記載されたシルの魚種別記事件数 

図 12　『日記』に記載されたスイモノの魚種別記事件数 

表 12　『日記』に記載されたスイモノの魚種別記事件数 
教言 言国 家礼記 康正 言継 合計

1 タイ 1 1 15 17
2 クジラ 9 9
3 コイ 7 7
4 アユ 1 1
5 フナ 1 1
6 ナマズ 1 1
7 タラ 1 1
8 タコ 1 1
9 イルカ 1 1

10 その他 1 1
40

岩永紘和作成

教言 言国 家礼記 康正 言継 合計
1 フナ 7 16 23
2 ドジョウ 15 15
3 クジラ 9 9
4 コイ 2 7 9
5 タイ 3 3 1 7
6 ナマズ 1 1 2
7 タラ 2 2
8 シラウオ 2 2
9 エイ 1 1

70
岩永紘和作成

表 11　『日記』に記載されたシルの魚種別記事件数 く
複
数
の
社
会
で
発
生
し
、
日
常
の
食
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
が
、
そ
れ
が
故
に
遊

興
性
を
喪
失
し
て
衰
退
し
、
一
六
世
紀
末
に
は
公
家
社
会
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た（

（13
（

。
表
11
は『
日
記
』で
シ
ル
に
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
魚
種
の
一
覧
で
あ
る
。
淡
水
魚
で
は
、

フ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ク
ジ
ラ
、
コ
イ
、
ナ
マ
ズ
が
み
え
る
。
熊
倉
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
五
世
紀
に
も
汁
振
舞
は
あ
っ
た（

（13
（

。
し
か
し
、
魚
種
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
る
の
は
『
言
継
』

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
表
12
は
、『
日
記
』
で
ス
イ
モ
ノ
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
魚
種
の
一
覧
で

あ
る
。
ス
イ
モ
ノ
は
、『
日
国
』
で
は
、「
魚
介
類
や
野
菜
を
入
れ
て
、
そ
の
吸
い
汁
に
重
き

を
お
い
た
汁
物
。
古
く
は
、
飯
の
と
き
の
汁
（
し
る
）
に
対
し
て
、
酒
の
肴
（
さ
か
な
）
に

す
る
場
合
に
い
っ
た
。
あ
つ
も
の
。」
と
あ
り
、
典
拠
と
し
て
、
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）

序
の
『
運
歩
色
葉
集
』
等
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
本
篇
、
翌

九
年
に
補
遺
が
刊
行
さ
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
に
は
、Suim

ono

と
し
て
、「
ま
た
は
、Soi-

m
ono

（
添
物
）
と
も
言
い
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
ま
さ
る
。
酒
を
飲
ま
せ
る
た
め
に
、
あ
る

い
は
、
歓
待
を
す
る
た
め
に
供
す
る
肴
（Sacana

）
で
あ
っ
て
、
汁
と
一
緒
に
似
た
も
の
」

と
あ
り
、Soim

ono

と
し
て
、「
客
を
も
て
な
す
た
め
に
出
さ
れ
る
煮
た
肴
（Sacana

）
で
、

汁
と
一
緒
に
煮
た
も
の
、
こ
れ
を
肴
に
し
て
酒
を
飲
む
た
め
の
も
の
」
と
あ
る（

（13
（

。
熊
倉
は
、

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、「
汁
と
い
う
名
称
が
飯
に
つ
い
て
お
り
、
吸
物
が
酒
に
つ
い
て
い

る
と
い
う
呼
称
の
別
は
一
貫
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（13
（

。

『
日
記
』
に
お
け
る
ス
イ
モ
ノ
の
初
見
は
、『
家
礼
記
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
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に
『
言
国
』
に
も
記
載
さ
れ
る
。

【
史
料
66
】『
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
四
月
十
六
日
条

一
、
今
夜
藤
宰
相
殿
拝
賀
之
間
、
本
所
御
上
洛
、
柳
一
荷
・
イ
カ
一
折
・
干
鯛
五
枚
遣

之
、
予
太
刀
一
〈
黒
〉
本
所
御
出
候
也
、
雑
色
一
本
被
遣
候
也
、
自
是
御
袍
、
御
方
表

袴
・
衛
府
太
刀
借
被
申
候
也
、
一
献
ハ
三
献
、
初
献
、
タ
イ
ス
イ
物
、
次
ヒ
ヤ
ム
キ
ニ

カ
ワ
ラ
ケ
ノ
物
、
次
鳥
入
物
也
、
近
比
フ
サ
ウ
也
、

【
史
料
67
】『
言
国
』
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
九
月
三
日
条

一
、八
過
時
分
ニ
光
臨
也
、西
川
同
道
シ
被
来
、縁
秋
朝
臣
被
召
具
也
、柳
一
荷・折
一
合・

ヒ
タ
イ
〈
五
〉
被
持
也
、
不
寄
存
知
候
也
、
初
献
〔
モ
ミ
〕
ニ
ノ
シ
コ
ウ
ニ
テ
、
先
ト

リ
ア
ヘ
ス
被
参
也
、
二
コ
ン
メ
ニ
〔
入
ム
キ
〕
ソ
ウ
メ
ン
予
シ
ヤ
ク
ニ
テ
被
参
、
長
門

守
久
守
召
出
、
花
山
院
サ
カ
月
ヲ
ノ
マ
セ
ラ
ル
ヽ
也
、
供
ア
ヘ
諸
大
夫
計
召
出
、
予
シ

ヤ
ク
ニ
テ
ノ
マ
ス
ル
也
、
縁
秋
同
之
、
三
コ
ン
メ
〔
ア
メ
〕
ス
イ
物
也
、
サ
カ
月
ヲ
ハ

シ
メ
ヘ
キ
由
、
花
山
院
仰
間
、
カ
タ
ク
シ
タ
イ
ト
イ
ヘ
共
、
餘
被
申
間
ハ
シ
ム
ル
也
、

花
山
シ
ヤ
ク
也
、
諸
大
夫
相
模
、
長
門
守
・
兵
衛
尉
〈
重
致
〉・
坂
田
召
出
、
シ
ヤ
ク

ニ
テ
給
也
、
酒
半
ニ
楽
キ
ヽ
度
之
由
間
、
平
調
小
楽
在

史
料
67
は
、ア
メ
ノ
ウ
オ
（
ビ
ワ
マ
ス
）
の
ス
イ
モ
ノ
で
あ
る
と
論
者
は
理
解
し
て
い
る
。

ス
イ
モ
ノ
は
例
外
な
く
酒
宴
の
場
で
、
酒
と
一
緒
に
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
次
の
史
料

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

【
史
料
68
】『
言
継
』
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
二
月
二
十
五
日
条

一
、
早
旦
右
京
兆
城
へ
罷
向
、
人
数
予
、
新
相
公
、
覚
勝
院
僧
正
、
細
川
兵
部
大
輔
、

高
雄
尾
崎
坊
尊
進
法
印
、
大
膳
大
夫
俊
直
朝
臣
、
士
紡
、
宋
判
、
宗
養
、
紹
巴
、
若
槻

伊
豆
守
長
澄
、〈
千
句
奉
行
也
、〉阿
閉〔
京
兆
内
〕ヽ
ヽ
ヽ
長
治
、〈
第
一
之
執
筆
、〉ヽ
ヽ

上
介
〔
右
馬
頭
内
〕
士
稔
〈
第
二
之
執
筆
、〉
等
也
、
先
粥
一
盞
有
之
、
次
朝
飡
、
午

時
吸
物
、
饅
頭
、
蒸
素
麺
等
有
之
、
申
刻
湯
漬
有
之
、
酉
下
刻
二
百
韻
終
了
、
以
上

八
百
候
也
、
丹
州
之
分
今
日
無
之
、
次
京
兆
出
座
、
予
、
相
公
等
太
刀
に
て
礼
申
候
了
、

如
例
魚
物
吸
物
三
獻
、
及
大
飲
了
、

『
言
継
』
で
は
、
魚
介
類
を
対
象
と
し
た
シ
ル
は
五
一
件
確
認
で
き
る
。
当
時
は
魚
類
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
は
本
論
の
分
析
対
象
外
と
す
る
が（
（13
（

、
ほ
と
ん
ど

が
フ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ク
ジ
ラ
、
コ
イ
に
限
ら
れ
て
い
る
（
表
11
）。
一
方
、『
日
記
』
に
よ

れ
ば
、ス
イ
モ
ノ
に
さ
れ
た
魚
種
は
、ほ
と
ん
ど
が
タ
イ
と
ク
ジ
ラ
、コ
イ
で
あ
る
（
表
12
）。

シ
ル
と
ス
イ
モ
ノ
で
は
対
象
魚
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
先
に
、「
古
く
は
、
飯
の
と
き
の
汁

（
し
る
）
に
対
し
て
、
酒
の
肴
（
さ
か
な
）
に
す
る
場
合
に
い
っ
た
」（『
日
国
』）
と
の
説
を

紹
介
し
た
が
、
も
と
も
と
は
シ
ル
と
区
別
さ
れ
に
く
か
っ
た
が
、
中
世
後
期
に
区
別
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
考
え
も
あ
る（
（13
（

。
森
末
義
彰
・
菊
地
勇
次
郎
は
、
醤
油
の
普
及
が
汁
物

と
吸
物（
す
ま
し
汁
）の
区
別
を
生
ん
だ
と
捉
え
て
い
る（

（14
（

。
調
理
法
の
あ
り
方
ま
で
は『
日
記
』

は
語
ら
な
い
が
、
ス
イ
モ
ノ
は
、
宴
席
に
出
さ
れ
た
シ
ル
の
呼
称
で
は
な
く
、
タ
イ
、
ク
ジ

ラ
、
コ
イ
な
ど
を
主
な
対
象
と
し
て
、
一
五
世
紀
に
開
拓
さ
れ
た
新
し
い
調
理
・
加
工
法
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
ナ
マ
ス
・
サ
シ
ミ
・
ア
ラ
イ

ナ
マ
ス
と
サ
シ
ミ
の
定
義
は
実
は
難
し
い
。『
日
国
』
は
、
ナ
マ
ス
の
語
義
と
し
て
「
(1)

魚
介
や
獣
な
ど
の
生
肉
を
細
か
く
切
っ
た
も
の
」、「
(2)
魚・貝・肉・野
菜
な
ど
を
き
ざ
ん
で
、

二
杯
酢
・
酢
み
そ
・
い
り
酒
な
ど
で
調
味
し
た
料
理
」
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
、
サ

シ
ミ
は
、「
料
理
の
一
種
。
新
鮮
な
生
（
な
ま
）
の
魚
肉
な
ど
を
薄
く
小
さ
く
切
っ
て
、
醤

油
（
し
ょ
う
ゆ
）、
酢
な
ど
に
つ
け
て
食
べ
る
も
の
。
う
ち
み
。
つ
く
り
み
。」
で
あ
る
。

島
田
勇
雄
は
、
い
ま
の
サ
シ
ミ
に
あ
た
る
も
の
を
ナ
マ
ス
と
い
っ
て
い
た
が
、
室
町
時
代
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に
「
サ
シ
ミ
ナ
マ
ス
」
が
成
立
し
、
ア
ヱ
ル
技
法
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
ナ

マ
ス
を
サ
シ
ミ
と
称
し
、
ア
ヱ
ル
技
法
に
基
づ
く
も
の
を
ナ
マ
ス
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
断
言
し
て
い
る
が
、
根
拠
が
示
さ
れ
な
い（

（14
（

。
こ
こ
で
は
、
芝
恒
男
が
、
今
田
節
子
を
踏

ま
え
つ
つ
、酢
で
和
え
る
の
を
ナ
マ
ス
、酢
に
和
え
な
い
の
を
サ
シ
ミ
と
し
て
い
る
の
に
従
っ

て
お
き
た
い（

（14
（

。事
前
に
酢
に
付
け
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
違
い
で
あ
る
。い
う
ま
で
も
な
く
、

サ
シ
ミ
の
方
が
よ
り
鮮
度
管
理
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

ま
ず
、
ナ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
フ
ナ
の
と
こ
ろ
で
触
れ
て
い
る
が
、
表
13
が
ナ
マ

ス
の
記
載
記
事
件
数
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、『
日
記
』
で
は
、
フ
ナ
と
コ
イ
の
ナ
マ

ス
は
『
言
継
』
に
な
っ
て
初
め
て
記
載
さ
れ
る
（
本
書
第
二
章
参
照
）。
一
五
世
紀
に
フ
ナ・

コ
イ
の
ナ
マ
ス
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
フ
ナ
・
コ
イ
の
ナ
マ
ス
料
理
に
な
ん

ら
か
の
価
値
付
け
の
転
換
が
あ
り
、『
日
記
』
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
た
い
。

そ
も
そ
も
の
フ
ナ
の
価
値
付
け
の
上
昇
に
あ
わ
せ
て
、
ナ
マ
ス
料
理
の
格
付
け
も
上
昇
し
た

可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

次
に
、
サ
シ
ミ
に
つ
い
て
は
、『
鈴
鹿
家
記
』
が
文
献
史
料
上
の
初
見
と
さ
れ
て
い
る

が（
（14
（

、
書
誌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

【
史
料
69
】『
鈴
鹿
家
記
』
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
六
月
十
日
条

一
、十
日
〈
庚
申
〉
晴
天
、
当
屋
、
鈴
鹿
勝
畠
定
師
次
男
定
好
弟
始
テ
神
事
ヲ
勤
、
御

本
所
へ
赤
飯
、
荷
桶
一
手
酒
干
鰤
一
連
、
上
座
敷
十
四
人
朝
振
舞
、
汁
〈
ス
マ
シ
、
生

鯉
、
コ
ン
フ
〉、
仁
物
〈
イ
リ
コ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
〉、
鱠
〈
ハ
ヱ
、
シ
ョ
ウ
ウ
カ
、
ア
サ

瓜
、
ク
ラ
ケ
〉、
引
テ
刺
身
〈
鯉
、
イ
リ
酒
、
ワ
サ
ヒ
〉、
鱣
カ
ハ
焼
、
鮒
ス
シ
、
カ
マ

ホ
コ
、
香
物
肴
、
種
々
台
物
五
ツ（
（14
（

、

ま
た
、
中
原
康
富
の
『
康
富
記
』
に
記
載
が
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（14
（

。

【
史
料
70
】『
康
富
記
』
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
八
月
一
五
日
条

即
有
三
献
、（
中
略
）
二
献
冷
麺
居
之
、
鯛
指サ
シ
ミ身

居
之（

（14
（

、

『
日
記
』
に
お
け
る
サ
シ
ミ
の
記
載
は
四
件
で
あ
る
。
初
見
は
、『
家
礼
記
』
延
徳
三
年

（
一
四
九
一
）
十
一
月
九
日
条
で
あ
り
、
次
い
で
『
言
国
』
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
四
月

十
九
日
条
が
続
く
。

【
史
料
71
】『
家
礼
記
』
の
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
十
一
月
九
日
条

一
、
禁
裏
近
シ
ン
御
番
衆
御
汁
、
本
所
今
朝
御
沙
汰
候
、
御
人
数
十
人
、
庭
田
殿
・
松

木
殿
・
シ
ケ
野
井
殿
・
甘
露
寺
殿
・
綾
小
路
殿
・
万
里
小
路
殿
・
正
親
殿
・
伯
殿
、
一

図 13　『日記』に記載されたナマスの魚種別記事件数 

表 13　『日記』に記載されたナマスの魚種別記事件数 
教言 言国 家礼記 康正 言継 合計

1 フナ 4 4
2 コイ 2 2
3 アユ 1 1 2
4 イカ 1 1 2
5 シラウオ 1 1
6 スズキ 1 1
7 タイワタ

（鯛腸）
1 1

8 その他 1 1 2 3 7
20

岩永紘和作成
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桶
・
一
ス
シ
・
一
折
エ
ヒ
、
五
辻
殿
ハ
口
サ
イ
ニ
御
か
か
り
候
也
、
大
汁
コ
マ
マ
マ
二

ニ
ア
ツ
へ
シ
ル
、
ヒ
ヤ
シ
ル
・
ト
ロ
ロ
・
御
マ
ワ
リ
、
サ
ケ
ヤ
キ
物
・
ナ
ツ
シ
物
コ
イ

ノ
サ
シ
ミ
、
カ
ワ
ラ
ケ
ノ
物
六
、三
宛
出
之
、
コ
サ
シ
・
ク
モ
タ
コ
・
ノ
シ
ア
ワ
ヒ
・
栗
・

柿
之
後
、
コ
イ
ノ
入
物
大
酒
候
也
、
今
夕
六
時
ヲ
タ
ノ
大
和
所
ツ
フ
せ
ウ
ツ
曲
事
之
由

申
也
、
寺
家
殿
御
出
候
、
御
棰
一
・
コ
イ
二
・
タ
ウ
フ
持
た
れ
候
也
、

【
史
料
72
】『
言
国
』
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
四
月
十
九
日
条

一
、
晩
影
兵
衛
尉
精
進
入
ト
テ
、
鯉
サ
シ
ミ
ニ
テ
銚
子
ヲ
予
進
也
、
賞
翫
畢
、

【
史
料
73
】『
言
継
』
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
四
月
十
六
日

一
、
今
日
正
親
町
に
楊
弓
有
之
、
人
数
亭
主
、
同
権
亜
相
、
甘
露
寺
、
烏
丸
、
予
、
中

山
、
四
辻
、
中
御
門
、
牧
雲
齋
等
也
、
亭
主
田
舎
酒
所
持
と
て
被
催
、
両
三
度
酒
有
之
、

晩
天
権
亜
相
鯉
〈
さ
し
み
、〉
予
、牧
雲
に
被
振
舞
、又
酒
有
之
、以
外
令
沈
酔
帰
宅
了
、

【
史
料
74
】『
言
継
』
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
二
月
二
十
九
日

一
、正
親
町
へ
罷
向
、中
山
、勧
弁
、五
辻
等
被
同
道
、土
筆
被
取
被
帰
了
、則
肴
土
筆
、

其
外
鯉〈
さ
し
み
、〉抜
蛤
等
に
て
酒
有
之
、禰
宜
相
頼
来
云
々
、対
梅
宮
社
家
申
分
有
之
、

可
申
調
之
由
有
之
、
荒
巻
・
鮎
鮓
被
携
之
云
々
、

対
象
魚
は
、『
日
記
』
で
は
コ
イ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。『
康
富
記
』
に
タ
イ
の
記
事
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
決
し
て
コ
イ
に
限
定
さ
れ
た
調
理
・
加
工
法
で
は
な
い
が
、
ア
ユ

も
フ
ナ
も
み
え
ず
、
サ
ケ
も
な
い
調
理
・
加
工
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
淡
水
魚
全
体
の

価
値
付
け
の
議
論
と
は
リ
ン
ク
し
な
い
が
、
淡
水
魚
調
理
・
加
工
法
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増

え
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
淡
水
魚
消
費
の
比
率
を
高
め
た
と
結
論
付
け
て
お
き
た
い
。

な
お
、
ア
ラ
イ
は
、「
夏
の
料
理
の
一
種
。
コ
イ
、
タ
イ
な
ど
の
新
鮮
な
肉
を
薄
く
切
り
、

冷
水
ま
た
は
氷
水
で
洗
っ
て
縮
ま
せ
た
も
の
。
酢
み
そ
、わ
さ
び
じ
ょ
う
ゆ
な
ど
で
食
べ
る
」

（『
日
国
』）
も
の
で
あ
る
が
、
検
出
事
例
が
一
件
と
少
な
い
の
で
、
本
論
で
は
検
討
を
省
略

し
た
い
。

【
史
料
75
】『
言
継
』
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
六
月
三
日
条

一
、
巳
刻
正
親
町
へ
罷
向
、
各
被
来
人
数
広
橋
一
品
、
四
辻
亜
相
、
予
、
広
橋
黄
門
、

庭
田
頭
中
将
、右
衛
門
督
〔
高
倉
〕、甘
露
寺
権
弁
、四
辻
少
将
、右
兵
衛
権
佐
、極
臈
、

奥
坊
〔
浄
土
寺
殿
〕、刑
部
大
輔
盛
時
朝
臣
〔
森　
久
我
内
〕、速
水
安
芸
守
〔
広
橋
内
〕、

同
左
衛
門
大
夫
〔
同
〕
等
也
、
吸
物
台
物
種
々
肴
共
有
之
、
南
方
酒
及
数
盃
、
半
に
高

橋
雅
樂
助
宗
衡
鯉
切
之〈
洗
鯉
云
々
、宗
国
切
出
水
云
々
、〉各
事
外
沈
酔
、音
曲
等
有
之
、

晩
頭
各
帰
宅
了
、

（
５
）
小
括
―
一
六
世
紀
の
転
換

以
上
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
ま
で
の
『
日
記
』
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
こ
に
見
え
て

き
た
点
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

第
一
に
、
調
理
・
加
工
法
自
体
の
問
題
で
あ
る
。
ス
イ
モ
ノ
に
せ
よ
、
サ
シ
ミ
、
ア
ラ
イ

に
せ
よ
、
淡
水
魚
の
調
理
・
加
工
法
が
分
化
し
、
定
着
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
は
、現
在
の
「
和
食
」
で
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、長
期
の
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
、

一
五
～
一
六
世
紀
は
歴
史
的
転
換
点
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
田
節
子
が
「
乾

物
・
塩
物
の
魚
介
類
が
主
流
だ
っ
た
時
代
か
ら
鮮
魚
を
使
用
す
る
料
理
が
発
達
し
て
い
く
過

渡
期
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る（
（14
（

。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
重
要
で
は
な
い
。
第
二
に
、
シ
ル
が
流
行
し
、
そ
の
一
方
で
、
フ

ナ
、
コ
イ
の
ナ
マ
ス
が
『
言
継
』
に
な
っ
て
初
め
て
記
載
さ
れ
、
ナ
マ
ス
記
事
が
増
加
し
た

よ
う
に
（
本
書
第
二
章
参
照
）、
調
理
・
加
工
法
の
価
値
体
系
の
転
換
が
あ
っ
た
可
能
性
を

指
摘
し
た
い
。

サ
シ
ミ
は
高
級
料
理
だ
っ
た
と
の
議
論
も
あ
る（
（14
（

。
確
か
に
海
産
魚
の
場
合
は
そ
う
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
論
者
は
淡
水
魚
を
生
で
食
べ
る
と
い
う
調
理
・
加
工
法
が
そ
れ
ま
で

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
な
い（

（14
（

。
そ
れ
が
、
一
六
世
紀
に
な
っ
て
、
或
い
は
ナ
マ
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ス
と
し
て
貴
族
の
日
記
に
記
載
さ
れ
、
或
い
は
サ
シ
ミ
へ
と
分
化
し
た
。
そ
れ
は
、
王
権
と

貴
族
社
会
が
淡
水
魚
の
生
食
に
価
値
を
与
え
た
結
果
と
考
え
る
。
市
場
を
前
提
と
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
種
「
洗
練
化
」
に
近
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
捉
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
第
三
に
、
個
々
の
魚
種
に
お
け
る
価
値
付
け
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
特
に
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
『
言
継
』
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
れ
を
貴
族
の
窮
乏
化
、
庶
民
化
に
よ
る
結
果
と
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
論
者
は
、
室
町
社
会
の
狸
汁
の
流
行
に
つ
い
て
分
析
し
た
芳
澤
元
が
、
貴

族
が
貧
乏
に
耐
え
か
ね
て
狸
に
手
を
付
け
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
珍
味
と
し
て
賞
玩
し

た
と
す
る
奥
野
高
広
を
引
用
し
、
単
な
る
窮
乏
の
た
め
で
は
な
い
と
結
論
付
け
た
点
に
注
目

し
た
い（
（15
（

。
ド
ジ
ョ
ウ
も
ま
た
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
重
視
し
た
い
の
は
、
禁
裏

に
ド
ジ
ョ
ウ
と
ド
ジ
ョ
ウ
の
ス
シ
が
進
上
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
に

対
す
る
価
値
付
け
の
上
昇
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
一
六
世
紀
に
、「
コ
イ
科
、
ア
ユ
の
世
界
」
の
な
か
で
も
、
ア
ユ
か

ら
フ
ナ
に
比
重
が
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
単
に
件

数
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
フ
ナ
の
ナ
マ
ス
の
『
日
記
』
へ
の
記
載
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
調
理
・
加
工
法
の
変
化
と
価
値
付
け
の
変
化
が
連
動
し
て
い
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
一
方
、
サ
ケ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
消
費
量
が
少
な
い
上
に
、『
言
継
』
か
ら
「
生

鮭
」
の
記
載
、
シ
ル
の
記
載
が
途
絶
え
た
点
が
見
逃
せ
な
い
（
本
書
第
二
章
参
照
）。
少
な

く
と
も
山
科
家
周
辺
か
ら
は
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、『
言
継
』
に
は
次
の
よ
う

な
史
料
も
見
え
る
。

【
史
料
76
】『
言
継
』
弘
治
二
年
十
月
六
日
条
（
一
五
五
六
年
十
一
月
十
七
日
）

一
、（
前
略
）
次
従
御
黒
木
食
籠
色
々
四
五
種
賜
之
、
畏
入
者
也
、
又
鈴
一
対
、
鮭
〈
三

き
れ
、〉
賜
之
、

【
史
料
77
】『
言
継
』
永
禄
十
三
年
十
月
二
十
五
日
条
（
一
五
七
〇
年
十
二
月
二
日
）

自
若
州
刑
部
卿
有
修
朝
臣
書
状
、
漆
、〈
小
器
一
合
、〉
鮭
〈
十
き
れ
、〉
等
到
、

サ
ケ
の
贈
答
単
位
は
尺
で
あ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
っ
た
が
、『
言
継
』
に
は
「
き
れ
」
が

見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ケ
の
切
り
身
が
贈
答
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
サ
ケ
の
流
通

量
が
極
端
に
低
下
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
万
隻
以
上
の
サ
ケ
が
国

家
体
制
を
支
え
た
古
代
に
比
較
す
る
と
様
変
わ
り
で
あ
り
、
も
は
や
室
町
貴
族
社
会
を
支
え

た
最
重
要
資
源
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、『
物
語
』
は
サ
ケ
の
価

値
付
け
と
消
費
量
の
凋
落
を
象
徴
す
る
と
考
え
た
論
者
の
仮
説
と
合
致
し
た
。

結
び
に
代
え
て
―
「
際
限
の
な
い
消
費
へ
の
欲
求
」

以
上
、
本
論
で
は
、
日
本
産
淡
水
魚
消
費
論
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
、
一
四
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
ま
で
、
消
費
の
転
換
原
理
、
格
付
け
（
魚
類
観
）、
消
費
実
態
の
転
換
に
つ
い
て

概
観
し
、
サ
ケ
・
マ
ス
文
化
論
を
批
判
す
る
「
コ
イ
科
・
ア
ユ
の
世
界
」
論
の
補
強
を
試
み

て
き
た
。
石
毛
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
歴
史
学
の
時
代
区
分
論
や
料
理
の
„
発
達
史
〝
で
は

捉
え
き
れ
な
い
„
流
行
り
廃
り
〝
の
一
端
を
捕
捉
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
冒
頭
の
問
い
に
戻
り
た
い
。
果
た
し
て
前
近
代
社
会
に
は
「
際
限
の
な
い
消
費
へ

の
欲
求
」
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
フ
ナ
の
消
費
の
転

換
と
い
う
問
題
を
述
べ
て
稿
を
終
え
た
い
。
そ
れ
は
、
フ
ナ
ズ
シ
の
洗
練
化
に
つ
い
て
で
あ

る
。す

で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
滋
賀
県
の
現
在
の
フ
ナ
ズ
シ
を
ス
シ
の
日
本
列
島
の
ル
ー
ツ
と

み
る
篠
田
、
石
毛
ほ
か
の
古
典
的
学
説
を
批
判
し
た
日
比
野
が
そ
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
料
理
書
、『
合
類
日
用
料
理
抄
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
製
法
が
、
美

味
で
は
あ
る
が
、
漁
獲
の
難
し
い
寒
鮒
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
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考
え
て
い
る（

（15
（

。
こ
れ
は
、
現
在
の
滋
賀
県
の
フ
ナ
ズ
シ
と
も
異
な
る
が
、
産
卵
期
の
フ
ナ

を
利
用
し
た
と
考
え
る
そ
れ
以
前
の
製
法
と
も
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
再
現

実
験
を
行
っ
て
お
り
、
漬
け
込
み
は
冬
季
で
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
予
測
を
得
る
と
こ
ろ
ま

で
到
達
し
て
は
い
る
が（

（15
（

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
冬
季
に
乳
酸
発
酵
を
期
待
す
る
の
は
大
き
な

冒
険
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寒
鮒
の
フ
ナ
ズ
シ
は
市
場
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
ま
さ
し
く
「
際
限
の
な
い
消
費
へ
の
欲
求
」
の
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、
本
論
で
明
ら
か
に
し
た
、
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
の
貴
族
社
会

に
お
け
る
淡
水
魚
消
費
の
転
換
、
特
に
、
貴
族
社
会
に
お
け
る
シ
ル
の
流
行
、
シ
ル
か
ら
ス

イ
モ
ノ
へ
の
分
化
、
ナ
マ
ス
の
流
行
、
ナ
マ
ス
か
ら
サ
シ
ミ
、
ア
ラ
イ
へ
の
分
化
、
フ
ナ
の

消
費
比
率
の
上
昇
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
価
値
付
け
の
上
昇
等
と
い
っ
た
一
連
の
動
向
も
、
背
後
に

淡
水
魚
に
対
す
る
「
際
限
の
な
い
消
費
へ
の
欲
求
」
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。

本
論
は
、
ご
く
限
定
し
た
史
料
か
ら
の
み
立
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
的
に
も
、
地

域
的
に
も
、
階
層
的
に
も
限
ら
れ
た
議
論
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
、
„
流
行
り
廃
り
〝
を
実
証

す
る
た
め
の
『
日
記
』
と
料
理
書
と
の
比
較
検
討
、
首
都
京
都
の
淡
水
魚
消
費
の
世
界
史
的

位
置
づ
け
、
淡
水
魚
消
費
論
と
自
然
観
論
、
流
通
論
、
生
業
論
と
の
接
合
と
い
っ
た
多
く
の

課
題
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
新
た
な
消
費
論
を
確
立
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は

地
域
環
境
史
を
構
築
す
る
こ
と
を
次
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
終
え
た
い
。

謝
辞

本
論
は
、
第
四
八
回
（
二
〇
一
九
年
度
）
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
「
日
本
中
世
淡

水
魚
消
費
の
研
究
」（
研
究
代
表
者:

橋
本
道
範
、
二
〇
一
九
年
十
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）

の
成
果
で
す
。
と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
琵
琶
湖
博
物
館
共
同
研
究
「
フ
ナ
ズ
シ
の
歴

史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
の
研
究
Ⅱ
―
「
古
フ
ナ
ズ
シ
」
の
復
元
実
験
―
」（
研
究
代
表
者：

橋
本
道
範
、
二
〇
二
二
年
度
〜
二
〇
二
四
年
度
）
の
経
費
も
利
用
し
、
平
野
文
子
さ
ん
、
辻

註（
1
） 

ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
（
今
村
仁
司
／
塚
原
典
訳
）『
消
費
社
会
の
神
話
と
構
造
』
紀
伊
国
屋
書
店
、

一
九
八
〇
年
）。

（
2
） 

島
崎
隆
「
自
然
哲
学
は
環
境
問
題
と
ど
う
関
わ
る
の
か
？
―
人
間
―
自
然
関
係
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
―
」

（『
現
代
を
読
む
た
め
の
哲
学
―
宗
教
・
文
化
・
環
境
・
生
命
・
教
育
―
』
創
風
社
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
は

一
九
九
八
年
）。

（
3
） 川
北
稔
「
市
場
と
消
費
」（
川
北
稔
編
『
歴
史
学
事
典
１　
交
換
と
消
費
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
）。

（
4
） 

川
北
は
ま
た
、「「
戦
後
史
学
」
に
は
、
消
費
を
悪
と
し
、
生
産
を
善
と
す
る
「
生
産
中
心
主
義
」」
が
あ
っ
た
と

も
指
摘
し
て
い
る
（『
七
隈
史
学
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
5
） 吉
岡
昭
彦
「「
社
会
史
」
ば
や
り
」（『
歴
史
へ
の
旅
』
未
来
社
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
）。

（
6
） 

橋
本
道
範
「
地
域
環
境
史
の
課
題
」（『
日
本
史
研
究
』
六
四
九
、二
〇
一
六
年
）、
橋
本
道
範
編
著
『
自
然
・
生

業
・
自
然
観
―
琵
琶
湖
の
地
域
環
境
史
―
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
二
二
年
）、Hashim

oto M
ichinori(2023)

Regional Environm
ental H

istory: the Lake Biw
a Region. H

andbook of Environm
ental 

History, M
HM
 Lim
ited.

（
7
） 

橋
本
道
範
「
地
域
環
境
史
の
自
然
観
論
―
琵
琶
湖
産
フ
ナ
属
の
コ
ー
ド
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
石
井
美
保
・
岩
城

卓
二
・
田
中
祐
理
子
・
藤
原
辰
史
編
『
環
世
界
の
人
文
学
―
生
と
創
造
の
探
究
―
』
人
文
書
院
、
二
〇
二
一
年
、

以
下
、「
旧
稿
１
」
と
す
る
）、
同
「
自
然
・
生
業
・
自
然
観
―
琵
琶
湖
の
地
域
環
境
史
―
」（
前
掲
註
6
橋
本
道

範
編
著
『
自
然
・
生
業
・
自
然
観
』、
以
下
、「
旧
稿
２
」
と
す
る
。

（
8
） 橋
本
道
範
『
日
本
中
世
の
環
境
と
村
落
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
9
） 

橋
本
道
範
編
『
琵
琶
湖
博
物
館
研
究
調
査
報
告
書
第
二
五
号　
日
本
中
世
魚
介
類
消
費
の
研
究
―
一
五
世
紀
山
科

川
智
代
さ
ん
、
近
藤
志
津
子
さ
ん
、
森
み
さ
と
さ
ん
、
林
原
由
美
子
さ
ん
、
岩
永
紘
和
さ
ん

の
補
助
を
得
ま
し
た
。
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家
の
日
記
か
ら
―
』（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
、二
〇
一
〇
年
、以
下
、「
旧
編
著
」
と
す
る
）、橋
本
道
範
「
一
五

世
紀
に
お
け
る
魚
類
の
首
都
消
費
と
漁
撈
―
琵
琶
湖
産
の
フ
ナ
属
の
旬
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
中
世
の
環
境

と
村
落
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
、「
旧
稿
３
」
と
す
る
）。

（
10
） 

桜
井
英
治
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
九
二
集　
古
代
・
中
世
の
都
市
を
め
ぐ
る
流
通
と
消
費
』（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
一
一
三
集　
古
代
・
中
世
に

お
け
る
流
通
・
消
費
と
そ
の
場
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
11
） 

桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）、
同
『
交
換
・
権
力
・
文
化
―
ひ
と
つ
の
日
本

中
世
社
会
論
―
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
）。

（
12
） 

春
田
直
紀
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）。
な
お
、
モ
ノ
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、

ほ
か
に
も
米
澤
洋
子
「
中
世
後
期
の
柿
の
流
通
と
生
産
活
動
―
山
科
東
庄
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
京
都
橘

女
子
大
学
大
学
院
研
究
論
集　
文
学
研
究
科
』
三
、二
〇
〇
五
年
）、
同
「
山
科
家
の
栗
贈
答
―
中
世
後
期
の
贈

与
行
為
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
八
、二
〇
一
〇
年
）
が
重
要
で
あ
る
。

（
13
） 春
田
直
紀
「
文
献
史
学
か
ら
の
環
境
史
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
五
九
、二
〇
〇
五
年
）。

（
14
） 

渡
辺
尚
志
編
『
生
産
・
流
通
・
消
費
の
近
世
史
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
橋
本
素
子
『
中
世
の
喫
茶
文
化

―
儀
礼
の
茶
か
ら「
茶
の
湯
」へ
―
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
八
年
）、永
井
晋
編『
中
世
日
本
の
茶
と
文
化
―
生
産・

流
通
・
消
費
を
と
お
し
て
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。
ま
た
、
消
費
研
究
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
に
、酒
匂
由
紀
子
「
中
世
の
「
ふ
る
ま
い
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
『
山
科
家
礼
記
』・『
言
国
卿
記
』
を
中
心
に
―
」

（『
立
命
館
文
学
』
六
七
七
、二
〇
二
二
年
）、同
「
中
世
後
期
の
京
都
社
会
に
お
け
る
酒
の
消
費
―
『
山
科
家
礼
記
』

を
中
心
に
―
」（『
花
園
史
学
』
四
五
、二
〇
二
二
年
）
も
あ
る
。

（
15
） 

上
田
純
一
編
『
京
料
理
の
文
化
史
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
芳
澤
元
「
室
町
社
会
の
宴
と
肉
食
禁
忌
―

精
進
料
理
の
歴
史
的
前
提
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
二
七
、二
〇
二
二
年
）
な
ど
。

（
16
） 原
田
信
男
『
木
の
実
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
―
日
本
の
食
生
活
史
の
試
み
―
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
五
年
）。

（
17
） 原
田
信
男
『
和
食
と
日
本
文
化
―
日
本
料
理
の
社
会
史
―
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
18
） 樋
口
清
之
『
日
本
食
物
史
』（
柴
田
書
店
、
一
九
六
〇
年
）。

（
19
） 渡
辺
実
『
日
本
食
生
活
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）。

（
20
） 森
末
義
彰
・
菊
地
勇
次
郎
『
改
稿
食
物
史
』（
第
一
出
版
株
式
会
社
、
一
九
六
五
年
）。

（
21
） 江
原
絢
子
・
石
川
尚
子
・
東
四
柳
祥
子
『
日
本
食
物
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
22
） 石
毛
直
道
『
日
本
の
食
文
化
史
―
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
ⅵ
頁
、
二
頁
。

（
23
） 

松
下
幸
子
ほ
か
編
『
再
現
江
戸
時
代
料
理
』（
小
学
館
、
一
九
九
三
年
）、
高
正
晴
子
『
朝
鮮
通
信
使
を
も
て
な
し

た
料
理
―
饗
応
と
食
文
化
の
交
流
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
24
） 山
梨
県
立
博
物
館
編『
甲
州
食
べ
も
の
紀
行
―
山
国
の
豊
か
な
食
文
化
』（
山
梨
県
立
博
物
館
、二
〇
〇
八
年
）な
ど
。

（
25
） 

山
辺
規
子
『
甘
葛
煎
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
„
よ
み
が
え
る
古
代
の
甘
味
料
〝』（
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
一
八

年
）。
三
舟
隆
之
・
馬
場
基
編
『
古
代
の
食
を
再
現
す
る
―
み
え
て
き
た
食
事
と
生
活
習
慣
病
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
一
年
）。
清
武
雄
二
『
ア
ワ
ビ
と
古
代
国
家
―
『
延
喜
式
』
に
み
る
食
材
の
生
産
と
管
理
―
』
平
凡
社
、

二
〇
二
一
年
）。

（
26
） 

実
験
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
途
報
告
し
た
い
。
橋
本
道
範
「
江
戸
時
代
の
フ
ナ
ズ
シ
に
挑
む
」（『
情
報
誌
び
わ

は
く
』
七
、
印
刷
中
）。

（
27
） 橋
本
道
範
「
消
費
論
か
ら
み
た
中
世
菅
浦
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
九
―
六
、二
〇
二
〇
年
）。

（
28
） 

橋
本
道
範
「
消
費
か
ら
漁
撈
を
考
え
る
―
琵
琶
湖
の
フ
ナ
ズ
シ
の
洗
練
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
歴
史
と
民
俗
』

三
八
、二
〇
二
二
年
）。

（
29
） こ
の
定
義
は
、
落
合
雪
野
氏
と
の
合
作
で
あ
る
。

（
30
） 

田
畑
諒
一
・
渡
辺
勝
敏
「
日
本
の
魚
類
相
―
淡
水
魚
―
」（
日
本
魚
類
学
会
編
『
魚
類
学
の
百
科
事
典
』
丸
善
出

版
株
式
会
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
31
） 「
科
」
と
は
生
物
の
分
類
の
段
階
の
一
つ
で
、
基
本
的
に
は
目
と
属
の
中
間
に
位
置
す
る
。

（
32
） 細
谷
和
海「
日
本
の
淡
水
魚
の
現
状
と
課
題
」（
日
本
魚
類
学
会
編『
魚
類
学
の
百
科
事
典
』丸
善
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
一
八
年
）。

（
33
） 川
那
部
浩
哉「
動
物
の
資
源
量
か
ら
み
た
漁
撈
」（
小
山
修
三
編『
狩
猟
と
漁
労
―
日
本
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ
る
―
』

雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
34
） 

山
内
清
男
「
日
本
先
史
時
代
概
説
」（『
日
本
原
始
美
術
１　
縄
文
式
土
器
』
講
談
社
、
一
九
六
四
年
）、
同
「
縄

文
時
代
研
究
の
現
段
階
」『
日
本
と
世
界
の
歴
史　
第
1
巻
』
学
習
研
究
社
、
一
九
六
九
年
）。
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（
35
） 渡
辺
誠
『
縄
文
時
代
の
漁
業
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
）
な
ど
。

（
36
） 松
井
章「『
サ
ケ・マ
ス
論
』の
評
価
と
今
後
の
展
望
」（『
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成　
第
十
九
巻　
鮭・鱒
の
民
俗
』

三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
）、
同
「
サ
ケ
・
マ
ス
論
、
そ
の
後
」（『
芹
沢
長
介
先
生
追
悼

　
考
古
・
民
族
・
歴
史
学
論
叢
』
六
一
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
37
） 

西
田
正
規
「
縄
文
時
代
の
環
境
」（『
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
２　
人
間
と
環
境
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）

一
三
六
頁
。

（
38
） 

内
山
純
蔵
『
縄
文
の
動
物
考
古
学
―
西
日
本
の
低
湿
地
遺
跡
か
ら
み
え
て
き
た
生
活
像
―
』（
昭
和
堂
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
39
） 西
田
正
規
『
人
類
史
の
な
か
の
定
住
革
命
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）。

（
40
） ア
ユ
と
サ
ケ
の
資
源
量
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
33
川
那
部
浩
哉
「
動
物
の
資
源
量
か
ら
み
た
漁
撈
」
参
照
。

（
41
） 生
業
複
合
論
に
つ
い
て
は
、安
室
知「
生
業
複
合
論
」『
講
座
日
本
の
民
俗
学　
第
5
巻　
生
業
の
民
俗
』（
雄
山
閣
、

一
九
九
七
年
）、同
『
水
田
を
め
ぐ
る
民
俗
学
的
研
究
―
日
本
稲
作
の
展
開
と
構
造
―
』（
慶
友
社
、一
九
九
八
年
）

な
ど
。

（
42
） 

人
間
が
創
出
し
た
水
田
と
い
う
環
境
を
利
用
し
て
繁
栄
し
た
魚
類
に
つ
い
て
は
、
安
室
知
「
水
田
漁
撈
と
水
田
魚

類
―
水
辺
の
生
計
維
持
戦
略
―
」（『
月
刊
地
球
』
二
三
―
六
、二
〇
〇
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
43
） 澁
澤
敬
三
「
式
内
水
産
物
需
給
試
考
」（『
澁
澤
敬
三
著
作
集　
第
一
巻
―
祭
魚
洞
雑
録　
祭
魚
洞
襍
考
』
平
凡
社
、

一
九
九
二
年
）
な
ど
。

（
44
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
定
置
漁
具
の
一
つ
で
あ
る
エ
リ
を
素
材
と
し
て
展
開
し
た
「
生
業
の
稠
密
化
論
」
を
参
照

さ
れ
た
い
（
前
掲
註
8
橋
本
道
範
『
日
本
中
世
の
環
境
と
村
落
』）。

（
45
） 前
掲
註
15
芳
澤
元
「
室
町
社
会
の
宴
と
肉
食
禁
忌
」。

（
46
） 

平
雅
行
「
日
本
の
肉
食
慣
行
と
肉
食
禁
忌
」（
脇
田
晴
子
・
ア
ン
ヌ
・
ブ
ッ
シ
イ
編
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
周

縁
・
媒
介
―
〈
日
本
社
会
〉
日
仏
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
殺
生
禁

断
と
殺
生
罪
業
観
」（
脇
田
晴
子・マ
ー
チ
ン　
コ
ル
カ
ッ
ト・平
雅
行
編
『
周
縁
文
化
と
身
分
制
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
五
年
）。

（
47
） ル
イ
ス・フ
ロ
イ
ス
（
岡
田
章
雄
訳
注
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
一
年
）
九
八
頁
、

一
〇
二
頁
、
一
〇
五
頁
。

（
48
） 関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
な
ど
。

（
49
） 

鹿
食
に
つ
い
て
は
、
中
澤
克
昭
「
室
町
・
戦
国
期
の
鹿
食
と
武
家
」（『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
二
七
、二
〇
二
二
年
）

な
ど
参
照
。

（
50
） こ
の
点
は
、
第
四
節
で
分
析
す
る
『
精
進
魚
類
物
語
』
と
も
関
わ
る
点
で
あ
る
。

（
51
） 前
掲
註
16
原
田
信
男
『
木
の
実
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
』。

（
52
） 『
徒
然
草
』の
底
本
は
、す
べ
て
兼
好
法
師（
小
川
剛
生
訳
注
）『
新
版　
徒
然
草
』（KADOKAW

A

、二
〇
一
五
年
）

を
用
い
、
現
代
語
訳
も
同
書
よ
り
引
用
し
た
。

（
53
） 

本
論
に
お
い
て
は
、
淡
水
魚
の
形
態
、
生
態
、
分
布
に
関
す
る
情
報
は
、
主
に
細
谷
和
海
監
修
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ

図
鑑
15　
増
補
改
訂
日
本
の
淡
水
魚
』（
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
一
九
年
）
に
依
拠
し
た
。

（
54
） 

秋
道
智
彌
「
水
産
資
源
の
バ
イ
オ
マ
ス
と
そ
の
変
動
」（
小
山
修
三
編
『
狩
猟
と
漁
労
―
日
本
文
化
の
源
流
を
さ

ぐ
る
―
』
雄
山
閣
、
一
九
九
二
年
）。
ま
た
、
サ
ケ
の
遡
上
量
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
33
川
那
部
浩
哉
「
動
物
の

資
源
量
か
ら
み
た
漁
撈
」
参
照
。

（
55
） 

馬
場
基
「
鮭
と
古
代
国
家
」（
三
舟
隆
之
・
馬
場
基
編
『
古
代
の
食
を
再
現
す
る
―
み
え
て
き
た
食
事
と
生
活
習

慣
病
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）。

（
56
） 澁
澤
敬
三
「
式
内
水
産
物
需
給
試
考
」（『
澁
澤
敬
三
著
作
集　
第
一
巻
―
祭
魚
洞
雑
録　
祭
魚
洞
襍
考
』
平
凡
社
、

一
九
九
二
年
、初
出
は
一
九
三
一
年
）。
ま
た
、澁
澤
は
、「『
延
喜
式
』
内
水
産
神
饌
に
関
す
る
考
察
若
干
」（『
澁

澤
敬
三
著
作
集　
第
一
巻
―
祭
魚
洞
雑
録　
祭
魚
洞
襍
考
』平
凡
社
、一
九
九
二
年
、初
出
は
一
九
四
九
年
）で
は
、

「
恐
ら
く
一
ヶ
年
二
万
な
い
し
三
万
尾
は
需
要
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推
定
し
て
い
る
。

（
57
） 前
掲
註
56
澁
澤
敬
三
「
式
内
水
産
物
需
給
試
考
」。

（
58
） 馬
場
基「
鮭
と
古
代
国
家
」（
前
掲
註
55
三
舟
隆
之・馬
場
基
編『
古
代
の
食
を
再
現
す
る
』）。
な
お
、木
簡
か
ら
は
、

丹
後
・
因
幡
・
伯
耆
か
ら
「
鮮
鮭
」
が
貢
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
生
の
ま
ま
京
都
ま
で
運
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
山
崎
健
「
古
代
の
蠅
害
考
―
生
鮭
実
験
の
中
間
報
告
と
副
次

的
成
果
―
」（
前
掲
註
55
『
三
舟
隆
之
・
馬
場
基
編
『
古
代
の
食
を
再
現
す
る
』）
が
興
味
深
い
。

（
59
） 前
掲
註
52
小
川
剛
生
訳
注
『
新
版　
徒
然
草
』
二
五
六
頁
。
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（
60
） 

赤
木
ひ
と
美
「
四
条
隆
親
に
関
す
る
一
考
察
―
『
と
わ
ず
が
た
り
』
の
背
景
と
し
て
―
」（『
詞
林
』

二
四
、一
九
九
八
年
）。

（
61
） 前
掲
註
60
赤
木
ひ
と
美
「
四
条
隆
親
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
62
） 前
掲
註
60
赤
木
ひ
と
美
「
四
条
隆
親
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
63
） 

小
川
剛
生
は
、
乳
父
の
権
限
に
干
渉
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ゆ
え
の
隆
親
の
抗
弁
と
捉
え
て
い
る
。
前
掲
註
52
小
川

剛
生
訳
注
『
新
版　
徒
然
草
』
二
五
六
頁
。

（
64
） 『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
底
本
は
、す
べ
て
高
橋
貢・増
古
和
子
訳
『
宇
治
拾
遺
物
語
（
上・下
）　
全
訳
注
』（
講
談
社
、

二
〇
一
八
年
）
を
用
い
、
現
代
語
訳
も
同
書
よ
り
引
用
し
た
。

（
65
） 高
橋
忠
彦
ほ
か
『
御
伽
草
子　
精
進
魚
類
物
語　
本
文・校
異
篇
、
研
究・索
引
篇
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
66
） 

沢
井
耐
三
「『
精
進
魚
類
物
語
』
―
流
布
本
再
評
価
・
山
科
言
継
本
の
周
辺
―
」（『
室
町
物
語
の
形
象
―
怪
奇
ロ

マ
ン
と
ユ
ー
モ
ア
―
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
67
） 

春
田
直
紀
「
モ
ノ
か
ら
み
た
一
五
世
紀
の
社
会
」（『
日
本
中
世
生
業
史
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
は

二
〇
〇
八
年
）。

（
68
） コ
ー
ド
と
し
て
の
自
然
観
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
１・２
で
論
じ
た
。

（
69
） 

旧
稿
２
に
お
い
て
二
〇
種
類
と
し
た
が
、
こ
れ
は
ボ
ラ
な
ど
周
縁
性
淡
水
魚
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
で
、
本

論
に
お
い
て
修
正
し
た
。

（
70
） 本
論
に
お
い
て
は
、平
出
鏗
二
郎
旧
蔵
本
（
前
掲
註
65
高
橋
忠
彦
ほ
か
編
『
御
伽
草
子　
精
進
魚
類
物
語　
本
文・

校
異
篇
』）
の
み
を
用
い
た
。

（
71
） 前
掲
註
70
に
同
じ
。

（
72
） 

野
口
実
『
源
氏
の
血
脈
―
武
家
の
棟
梁
へ
の
道
―
』（
講
談
社
、
二
〇
二
二
年
、
初
出
は
二
〇
一
二
年
）
六
一
～

六
二
頁
。

（
73
） 

光
盛
に
つ
い
て
は
、
角
田
文
衛
『
平
家
後
抄
（
上
）』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
一
年
）
二
三
八

頁
が
触
れ
て
い
る
。

（
74
） 

沢
井
耐
三
は
、「
鮭
の
大
介
の
倨
傲
や
没
落
に
は
清
盛
の
姿
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
」

と
し
て
い
る
（
沢
井
耐
三
「『
精
進
魚
類
物
語
』
擬
人
名
考
―
笑
い
の
合
戦
記
―
」『
室
町
物
語
研
究
―
絵
巻
・

絵
本
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）
一
三
〇
頁
。

（
75
） 前
掲
註
66
沢
井
耐
三
「『
精
進
魚
類
物
語
』
―
流
布
本
再
評
価
・
山
科
言
継
本
の
周
辺
―
」。

（
76
） 沢
井
耐
三
「
総
説
」（『
古
典
名
作
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２　
お
伽
草
子
』
貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
三
頁
。

（
77
） 前
掲
註
75
沢
井
耐
三
「
総
説
」
二
三
頁
。

（
78
） 建
仁
の
乱
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
73
角
田
文
衛
『
平
家
後
抄
（
上
）』
が
詳
し
い
。

（
79
） 

金
言
耿
「
平
安
後
期
に
お
け
る
武
士
の
階
層
移
動
―
越
後
城
氏
の
事
例
を
中
心
に
―
」（『
日
本
史
研
究
』

六
八
二
、二
〇
一
九
年
）。

（
80
） 長
寛
三
年
正
月
日
、
越
後
国
司
庁
宣
案
、「
南
部
文
書
」、『
平
安
遺
文
』
三
三
二
八
。

（
81
） 底
本
は
、
前
掲
註
76
沢
井
耐
三
『
古
典
名
作
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２　
お
伽
草
子
』
を
用
い
た
。

（
82
） 平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
歴
史
地
名
大
系　
一
五
巻　
新
潟
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、一
九
八
六
年
）。

（
83
） 

戸
田
芳
実
「
北
陸
道
と
敦
賀
」（『
歴
史
と
古
道
―
歩
い
て
学
ぶ
中
世
史
―
』
人
文
書
院
、
一
九
九
二
年
、
初
出
は

一
九
八
二
年
）。

（
84
） 永
承
三
年
七
月
五
日
、
越
後
国
雑
掌
秦
成
安
解
、「
東
大
寺
文
書
」、『
平
安
遺
文
』
六
六
三
。

（
85
） 

飯
山
靖
子
「
言
継
卿
記
を
通
じ
て
み
る
室
町
末
期
の
食
生
活
」（『
生
活
文
化
研
究
』
九
、一
九
六
〇
年
）、
吉
田
元

『
日
本
の
食
と
酒
』（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）。

（
86
） 橋
本
道
範
「
日
本
中
世
の
魚
介
類
消
費
研
究
と
一
五
世
紀
の
山
科
家
」（
旧
編
著
）。

（
87
） 今
谷
明
『
戦
国
時
代
の
貴
族
―
『
言
継
卿
記
』
が
描
く
京
都
―
』（
講
談
社
、二
〇
〇
二
年
、初
出
は
一
九
八
〇
年
）。

（
88
） 御
厨
子
所
に
つ
い
て
は
、
永
田
和
也
「
進
物
所
と
御
厨
子
所
」（『
風
俗
』
一
〇
二
、一
九
九
〇
年
）
参
照
。

（
89
） 

教
言
と
そ
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
臼
井
信
義
「『
教
言
卿
記
』」（
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
高

橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集　
古
記
録
の
研
究
』続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
七
〇
年
）、小
森
正
明「
解
題
」（『
教

言
卿
記　
第
四　
史
料
簒
集　
古
記
録
編
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
90
） 

下
坂
守
「
坂
本
の
「
寺
家
御
坊
」
と
山
科
家
」（『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出

は
一
九
九
五
年
）。
ま
た
、大
塚
活
美
「
室
町
時
代
中
期
の
坂
本
の
暮
ら
し
点
描
―
山
科
家
の
日
記
か
ら
―
」（『
京

都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要　
朱
雀
』
一
四
、二
〇
〇
二
年
）
も
参
照
。

（
91
） 

奥
野
高
廣
『
言
継
卿
記
―
転
換
期
の
貴
族
生
活
―
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
七
年
）。
前
掲
註
87
今
谷
明
『
戦
国
時
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代
の
貴
族
』。
清
水
克
行
「『
言
継
卿
記
』（
山
科
言
継
）
―
庶
民
派
貴
族
の
視
線
―
」（
元
木
泰
雄・松
園
斉
編
『
日

記
で
読
む
日
本
中
世
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
）。

（
92
） 

前
掲
註
91
奥
野
高
廣
『
言
継
卿
記
』。
前
掲
註
85
飯
山
靖
子
「
言
継
卿
記
を
通
じ
て
み
る
室
町
末
期
の
食
生
活
」、

吉
田
元
『
日
本
の
食
と
酒
』。

（
93
） 岩
永
紘
和
「『
言
継
卿
記
』
に
見
る
一
六
世
紀
の
魚
介
類
消
費
」（
本
書
第
二
章
）。

（
94
） 古
川
元
也
「
資
料
紹
介
「
康
正
三
年
記
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
六
、一
九
九
八
年
）。

（
95
） 豊
田
武
・
飯
倉
晴
武
校
訂
『
史
料
纂
集　
山
科
家
礼
記
第
五
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
年
）。

（
96
） 前
掲
註
94
古
川
元
也
「
資
料
紹
介
「
康
正
三
年
記
」。

（
97
） 

平
山
敏
治
郎
『
日
本
中
世
家
族
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
〇
年
）、
菅
原
正
子
『
中
世
公
家
の
経
済

と
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年
）、同
『
中
世
の
武
家
と
公
家
の
『
家
』』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
七
年
）、

後
藤
み
ち
子
『
中
世
公
家
の
家
と
女
性
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
98
） 

神
田
裕
理
「
山
科
家
家
司
・
大
沢
久
守
―
多
芸
多
才
な
補
佐
役
―
」（
中
脇
聖
編
『
家
司
と
呼
ば
れ
た
人
々
―
公

家
の
「
イ
エ
」
を
支
え
た
実
力
者
た
ち
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
）。

（
99
） 澁
谷
一
成
「
山
科
家
の
日
記
か
ら
み
た
一
五
世
紀
の
魚
介
類
の
供
給
・
消
費
」（
旧
編
著
）。

（
100
） 前
掲
註
54
秋
道
智
彌
「
水
産
資
源
の
バ
イ
オ
マ
ス
と
そ
の
変
動
」、同
『
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
061　
ア
ユ
と
日
本
人
』

丸
善
株
式
会
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
101
） 『
言
継
』
の
底
本
は
、
す
べ
て
『
新
訂
増
補　
言
継
卿
記
（
第
一
～
第
六
）』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六

年
～
一
九
六
七
年
）
を
用
い
た
。

（
102
） 『
言
国
』
の
底
本
は
、
す
べ
て
『
史
料
纂
集　
言
国
卿
記
（
第
一
～
第
八
）』（
続
群
書
類
聚
完
成
会
、
一
九
六
九

年
～
一
九
九
五
年
）
を
用
い
た
。

（
103
） 

ア
ユ
の
ス
シ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
『
日
本
の
味
覚　
す
し
―
グ
ル
メ
の
歴
史
学
―
』（
岐

阜
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
二
年
）
が
興
味
深
い
。

（
104
） 『
家
礼
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
八
月
十
一
日
条
な
ど
。

（
105
） 『
家
礼
記
』
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
十
一
月
一
日
条
な
ど
。

（
106
） 

ア
ユ
ズ
シ
が
禁
裏
へ
上
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
言
継
卿
記
』
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
十
一
月
八

日
条
な
ど
。

（
107
） 佐
藤
和
広
「
中
世
関
所
に
関
す
る
一
考
察
―
内
蔵
寮
率
分
関
を
中
心
と
し
て
―
」（『
史
学
論
集
』
一
八
、一
九
八
八

年
）、
高
橋
慎
一
朗
「
都
市
周
辺
の
権
力
」（
吉
田
伸
之
・
伊
藤
毅
編
『
伝
統
都
市
２　
権
力
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
108
） 『
伺
事
記
録
』
延
徳
二
年
八
月
三
十
日
条
。

（
109
） 

古
代
に
贄
と
さ
れ
た
ア
ユ
と
王
権
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
100
秋
道
智
彌
『
ア
ユ
と
日
本
人
』
が
触
れ

て
い
る
。

（
110
） 岩
永
紘
和
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
111
） 

蓮
養
坊
が
一
六
世
紀
に
も
関
務
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
河
内
将
芳
「
中
世
京
都
「
七
口
」
考
―
室
町
・
戦
国

期
に
お
け
る
京
都
境
域
と
流
通
―
」（『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）も
触
れ
て
い
る
。

（
112
） 前
掲
註
53
細
谷
和
海
監
修
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
15　
増
補
改
訂
日
本
の
淡
水
魚
』。

（
113
） 前
掲
註
33
川
那
部
浩
哉
「
動
物
の
資
源
量
か
ら
み
た
漁
撈
」。

（
114
） 

な
お
、
狂
言
『
勧
進
聖
』
に
「
そ
れ
我
が
朝
に　
美
物
の
数
は
多
け
れ
ど　
中
に
異
な
る　
近
江
鮒
の　
膾
の
味

こ
そ
勝
れ
た
れ
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
３
で
触
れ
た
。

（
115
） 春
田
直
紀
「
美
物
が
つ
な
ぐ
社
会
関
係
史
」（『
日
本
中
世
生
業
史
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）。

（
116
） 『
家
礼
記
』
の
底
本
は
、
す
べ
て
『
史
料
纂
集　

山
科
家
礼
記
（
第
一
～
第
五
）』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
七
年
～
一
九
七
三
年
）
を
用
い
た
。

（
117
） 

橋
本
道
範
「
年
中
行
事
と
生
業
の
構
造
―
琵
琶
湖
の
フ
ナ
属
の
生
態
を
基
軸
と
し
て
―
」（『
日
本
中
世
の
環
境
と

村
落
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
は
二
〇
一
三
年
）。

（
118
） 

旧
稿
３
、
橋
本
道
範
編
『
再
考
ふ
な
ず
し
の
歴
史
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
橋
本
道
範
「
わ

か
っ
て
き
た
「
ふ
な
ず
し
」
の
歴
史
」（『
日
本
調
理
科
学
会
誌
』
五
〇
―
一
、二
〇
一
七
年
）、M

ichinori 

H
ashim

oto,2020,H
istory of Funazushi, H

iroya Kaw
anabe,M

achiko Nishino,M
asayoshi 

M
aehata (ed.)Lake Biw

a: Interactions betw
een Nature and People: Second Edition, 

SPRINGER NATURE

．
前
掲
註
28
橋
本
道
範
「
消
費
か
ら
漁
撈
を
考
え
る
」。

（
119
） 

篠
田
統
『
す
し
の
本
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
は
一
九
七
〇
年
）。
石
毛
直
道
ほ
か
『
魚
醤
と
ナ
レ
ズ
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シ
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。

（
120
） 
日
比
野
光
敏
「
近
江
の
フ
ナ
ズ
シ
の
「
原
初
性
」
―
わ
が
国
に
お
け
る
ナ
レ
ズ
シ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
一
八
―
一
、一
九
九
三
年
）。

（
121
） 落
合
雪
野
「
琵
琶
湖
域
の
ナ
レ
ズ
シ
と
ラ
オ
ス
北
部
の
ナ
レ
ズ
シ
」（『
情
報
誌
び
わ
は
く
』
七
、
印
刷
中
）。

（
122
） 

木
咲
利
枝
子
「
中
世
後
期
の
共
同
飲
食
―
汁
寄
合
に
つ
い
て
―
」（『
寧
楽
史
苑
』
三
二
、一
九
八
七
年
）。
吉
田
元

「
一
六
世
紀
公
卿
の
食
生
活
―
『
言
継
卿
記
』『
言
経
卿
記
』
―
」（『
日
本
の
食
と
酒
』
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、

初
出
は
一
九
九
一
年
）。
熊
倉
功
夫「
中
世
の
汁
ふ
る
ま
い
」（『
日
本
料
理
文
化
史
―
懐
石
を
中
心
に
―
』講
談
社
、

二
〇
二
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）。

（
123
） 奥
野
高
廣
『
言
継
卿
記
―
転
換
期
の
貴
族
生
活
―
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
七
年
）
九
六
頁
。

（
124
） 前
掲
註
28
橋
本
道
範
「
消
費
か
ら
漁
撈
を
考
え
る
」。

（
125
） 前
掲
註
53
細
谷
和
海
監
修
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
15　
増
補
改
訂
日
本
の
淡
水
魚
』。

（
126
） 前
掲
註
14
酒
匂
由
紀
子
「
中
世
の
「
ふ
る
ま
い
」
の
意
味
に
つ
い
て
」。

（
127
） 『
家
礼
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
閏
六
月
二
十
六
日
条
。

（
128
） 前
掲
註
52
兼
好
法
師
（
小
川
剛
生
訳
注
）『
新
版　
徒
然
草
』
二
五
六
頁
。

（
129
） 

底
本
は
、
倉
林
正
次
編
『
日
本
料
理
秘
伝
集
成
／
第
十
八
巻　
日
本
料
理
の
起
源　
食
物
・
食
事
雑
篇
』
同
朋
社

出
版
、
一
九
八
五
年
）
を
用
い
た
。

（
130
） 

中
世
に
お
け
る
シ
ル
と
ス
イ
モ
ノ
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
節
夫
「
汁
と
吸
物
―
そ
の
種
類
と
歴

史
―
」（『
食
の
科
学
』
二
七
〇
、二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
131
） 前
掲
註
122
木
咲
利
枝
子
「
中
世
後
期
の
共
同
飲
食
」。

（
132
） 前
掲
註
122
吉
田
元
「
一
六
世
紀
公
卿
の
食
生
活
」。

（
133
） 前
掲
註
122
熊
倉
功
夫
「
中
世
の
汁
ふ
る
ま
い
」。

（
134
） 

木
咲
は
、
論
文
の
註
61
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。「
室
町
時
代
は
、
食
生
活
史
の
上
で
は
現
在
の
日
本
料

理
の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
時
に
あ
た
る
。
と
り
わ
け
„
汁
〝
は
、
調
理
技
術
や
材
料
の
面
の
み
な
ら
ず
、
人
々

の
意
識
の
上
で
も
価
値
が
向
上
し
、
飛
躍
的
な
発
達
を
と
げ
た
」。
本
論
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

（
135
） 前
掲
註
122
熊
倉
功
夫
「
中
世
の
汁
ふ
る
ま
い
」。

（
136
） 土
井
忠
生
ほ
か
編
『
邦
訳　
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

（
137
） 前
掲
註
122
熊
倉
功
夫
「
中
世
の
汁
ふ
る
ま
い
」
二
七
八
頁
。

（
138
） 

ク
ジ
ラ
が
魚
類
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
年
に
山
瀬
春
政
が
『
鯨
志
』
を
著
し
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
根
猛
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ク
ジ
ラ
の
消
費
に
つ
い
て
は
、
盛

本
昌
広
「
松
平
家
忠
の
生
活
」（『
日
本
中
世
の
贈
与
と
負
担
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）、
高
正
晴
子
『
鯨
料

理
の
文
化
誌
』（
エ
ン
タ
イ
ト
ル
出
版
、
二
〇
一
三
年
）、
中
園
成
生
「
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
―
海
の
肉
―
」（『
日

本
の
食
文
化
４
―
魚
と
肉
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）、
本
書
第
二
章
な
ど
参
照
。

（
139
） 

菊
地
勇
次
郎
「
す
い
も
の　
吸
物
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　
第
八
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
七
年
）。

（
140
） 森
末
義
彰
・
菊
地
勇
次
郎
『
改
稿　
食
物
史
』（
第
一
出
版
株
式
会
社
、
一
九
六
五
年
）。

（
141
） 

島
田
勇
雄
「
公
家
の
食
生
活
文
化
体
系
か
ら
武
家
の
食
生
活
文
化
体
系
へ
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

一
七
、一
九
八
一
年
）、
同
「
厨
事
諸
流
と
厨
事
用
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
試
論
―
『
四
条
流
庖
丁
書
』
と
サ

シ
ミ
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（
島
田
勇
雄
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
島
田
勇
雄
先
生
古
稀
記
念　
こ

と
ば
の
論
文
集
』
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
）。

（
142
） 芝
恒
男
「
日
本
人
と
刺
身
」（『
水
産
大
学
校
研
究
報
告
』
六
〇
―
三
、二
〇
一
二
年
）。

（
143
） 前
掲
註
142
芝
恒
男
「
日
本
人
と
刺
身
」。

（
144
） 底
本
は
、
近
藤
瓶
城
編
『
改
定
史
籍
集
覧　
第
廿
四
冊
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
を
用
い
た
。

（
145
） 

今
田
節
子
「
料
理
書
か
ら
み
た
日
本
料
理
の
変
容
(8)
―
『
古
今
料
理
集
』
に
み
る
魚
料
理
（
な
ま
す
）
に
つ
い

て
―
」（『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学　
紀
要　
生
活
経
営
学
・
児
童
学
・
食
品
・
栄
養
学
編
』
十
七
―
一
、

一
九
九
三
年
）。
な
お
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
、
本
山
萩
舟
『
飲
食
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
）
は
、「
タ

イ
な
ら
タ
イ
と
わ
か
る
よ
う
に
そ
の
魚
の
ヒ
レ
を
さ
し
て
お
く
の
で
サ
シ
ミ
、
つ
ま
り
「
さ
し
み
な
ま
す
」
の

名
の
起
こ
り
だ
と
あ
り
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
典
拠
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
146
） 底
本
は
、
増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
『
増
補
「
史
料
大
成
」』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
を
用
い
た
。

（
147
） 前
掲
註
145
今
田
節
子
「
料
理
書
か
ら
み
た
日
本
料
理
の
変
容
(8)
」。

（
148
） 前
掲
註
142
芝
恒
男
「
日
本
人
と
刺
身
」。
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（
149
） フ
ナ
を
サ
シ
ミ
と
し
て
食
べ
る
民
俗
事
例
と
し
て
、滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
ジ
ョ
キ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（
篠

原
徹
氏
の
ご
教
示
を
得
た
）。
ま
た
、滋
賀
県
野
洲
市
で
も
み
ら
れ
る
と
い
う
（
柏
尾
珠
紀
氏
の
ご
教
示
を
得
た
）。

さ
ら
に
、
岐
阜
県
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（「
日
本
の
食
生
活
全
集　
岐
阜
」
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の

食
生
活
全
集
21　
聞
き
書　
岐
阜
の
食
事
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
〇
年
、
二
九
八
頁
、
こ
の
文
献
に

つ
い
て
は
、
坂
井
麻
紀
氏
の
ご
教
示
を
得
た
）。

（
150
） 前
掲
註
15
芳
澤
元
「
室
町
社
会
の
宴
と
肉
食
禁
忌
」。

（
151
） 前
掲
註
28
橋
本
道
範
「
消
費
か
ら
漁
撈
を
考
え
る
」。

（
152
） 前
掲
註
26
橋
本
道
範
「
江
戸
時
代
の
フ
ナ
ズ
シ
に
挑
む
」。
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あ
と
が
き

本
書
は
、『
琵
琶
湖
博
物
館
研
究
調
査
報
告
第
二
五
号　
日
本
中
世
魚
介
類
消
費
の
研
究

―
一
五
世
紀
山
科
家
の
日
記
か
ら
―
』（
二
〇
一
〇
年
）
の
後
継
書
で
す
。
当
該
書
の
校
正

を
手
放
し
、
開
館
以
来
の
す
べ
て
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
解
放
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
二

月
、
私
は
フ
ナ
の
研
究
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖
固
有
の
生
態
系
を
構
成
す

る
固
有
種
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
、
固
有
亜
種
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
が
生
息
し
、
中
世
の
琵
琶
湖
地
域
に

お
け
る
第
一
の
特
産
品
で
あ
っ
た
フ
ナ
こ
そ
が
「
湖
と
人
間
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
琵
琶
湖
博

物
館
の
研
究
の
本
丸
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
待
っ
て
い
た
の
は
琵
琶
湖
博
物
館
総
合
研
究
と
い
う
文
理
融
合
型
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
と
い
う
重
責
で
し
た
。
大
学
で
は
鎌
倉
幕
府
の
こ
と
を
勉
強
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
途
方
も
な
い
冒
険
で
し
た
。

そ
の
成
果
は
、『
自
然
・
生
業
・
自
然
観
―
琵
琶
湖
の
地
域
環
境
史
―
』（
小
さ
子
社
、

二
〇
二
二
年
）
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
そ
の
最
中
に
、
フ
ナ
ズ
シ
こ

そ
が
博
物
館
が
取
り
組
む
べ
き
研
究
の
本
丸
中
の
本
丸
で
あ
る
と
再
度
確
信
し
ま
す
（『
再

考
ふ
な
ず
し
の
歴
史
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。
そ
こ
で
、
総
合
研
究
終
了
後
、

フ
ナ
ズ
シ
の
世
界
史
的
価
値
に
迫
る
新
た
な
挑
戦
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
書
は
そ
の

中
間
報
告
で
す
。

ナ
レ
ズ
シ
に
関
わ
る
文
献
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
分
析
し
た
第
一
章
は
、
琵
琶
湖
博
物
館

共
同
研
究
「
フ
ナ
ズ
シ
の
歴
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
の
研
究
―
「
古
フ
ナ
ズ
シ
」
の
復
元

実
験
―
」（
研
究
代
表
者
橋
本
道
範
：
二
〇
一
九
年
度
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
同
「
フ
ナ
ズ
シ

の
歴
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
の
研
究
Ⅱ
―
「
古
フ
ナ
ズ
シ
」
の
復
元
実
験
―
」（
研
究
代

表
者
橋
本
道
範
：
二
〇
二
二
年
度
〜
二
〇
二
四
年
度
）
の
成
果
で
す
。
柏
尾
珠
紀
さ
ん
の
献

身
的
な
ご
尽
力
に
よ
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
章
、
第
三
章
は
、
第
四
八
回

（
二
〇
一
九
年
度
）
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
「
日
本
中
世
淡
水
魚
消
費
の
研
究
」（
研

究
代
表
者
橋
本
道
範：二
〇
一
九
年
十
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）の
成
果
で
す
。山
科
言
継（
と

き
つ
ぐ
）
の
日
記
か
ら
魚
介
類
消
費
の
実
態
を
分
析
し
た
第
二
章
は
、
岩
永
紘
和
さ
ん
の
堅

実
な
ご
尽
力
に
よ
り
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
書
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
二
〇
二
二
年
度
研

究
助
成
「
学
問
の
未
来
を
拓
く
」「
ナ
レ
ズ
シ
は
い
か
に
「
洗
練
化
」
し
た
の
か
―
乳
酸
菌

分
析
に
も
と
づ
く
環
境
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
経
費
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
体
に

お
い
て
、
平
野
文
子
さ
ん
、
辻
川
智
代
さ
ん
、
近
藤
志
津
子
さ
ん
、
森
み
さ
と
さ
ん
、
林
原

由
美
子
さ
ん
の
補
助
を
得
ま
し
た
。
資
金
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
滋
賀
県
民
の
皆
さ
ま
、
三

菱
財
団
の
皆
さ
ま
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
そ
れ
は
消
費
論
が
実
証
的
に
未
完
成
で
あ
る
と
い

う
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
消
費
論
を
重
要
な
核
と
す
る
「
地
域
環
境
史
」
こ
そ
が
、「
湖

と
人
間
」
の
関
係
性
総
体
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
の
最
も
相
応
し
い
枠
組
み
で
あ
る
こ
と

を
論
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
近
道
は
、
や
は
り
フ
ナ
ズ
シ
の
研
究

に
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
フ
ナ
ズ
シ
を
生
み
出
し
た
要
因
を
、
環
境
決
定
論
で

は
な
く
環
境
史
の
立
場
か
ら
、
発
達
史
で
は
な
く
転
換
史
と
し
て
世
界
史
的
に
位
置
付
け
る

こ
と
。
こ
れ
を
次
の
課
題
と
し
て
本
書
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
橋
本
道
範
）
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